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(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】腹腔鏡手術、またはさまざまな多様な手術に使

用するために、手動で作動可能な手術用インストルメン

トを提供する。

【解決手段】少なくとも２以上の方向に回転自在に形成

されるエンドツール１２０、エンドツールのピッチ運動

を制御するピッチ操作部１１１と、エンドツールのヨー

運動を制御するヨー操作部１１２と、エンドツールのア

クチュエーション運動を制御するアクチュエーション操

作部１１３と、を含む操作部１１０、該操作部の動作を

前記エンドツールに伝達する動力伝達部、及び第１方向

Ｘに延長して形成され、一端部には、エンドツールが結

合され、他端部には、操作部が結合され、該操作部と該

エンドツールとを連結する連結部１４０、を含み、該操

作部の少なくとも一部は、該エンドツール側に延長して

形成されることを特徴とする手術用インストルメント１

００。

【選択図】図2
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 　 少 な く と も ２ 以 上 の 方 向 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る エ ン ド ツ ー ル と 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運

動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 み 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 ま た は 前 記 ヨ ー 操 作 部 の う ち 少 な く

と も 一 つ は 、 １ 以 上 の 方 向 に 曲 が る 関 節 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 操 作 部 と 、

　 前 記 操 作 部 の 動 作 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る 動 力 伝 達 部 と 、

　 第 １ 方 向 （ Ｘ 軸 ） に 延 長 し て 形 成 さ れ 、 一 端 部 に は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 結 合 さ れ 、 他

端 部 に は 、 前 記 操 作 部 が 結 合 さ れ 、 前 記 操 作 部 と 前 記 エ ン ド ツ ー ル と を 連 結 す る 連 結 部 と

、 を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 延 長 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 は 、

　 前 記 第 １ 方 向 に 対 し て 垂 直 で あ る 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た 関 節

部 材 で あ る ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 共 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ 駆

動 取 っ 手 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ 】

　 前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 に 対 し て そ れ ぞ れ 垂 直 で あ る 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） に お い て

、

　 少 な く と も 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ

手 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 操 作 部 を 、 前 記 ２ 以 上 の 方 向 に そ れ ぞ れ 回 転 さ せ れ ば 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 、 前 記

操 作 部 の 操 作 方 向 と 実 質 的 に 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術

用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 連 結 部 の 前 記 一 端 部 で の 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 形 成 方 向 と 、 前 記 連 結 部 の 前 記 他 端 部

で の 前 記 操 作 部 の 形 成 方 向 と が 、 前 記 第 １ 方 向 を 基 準 に 同 一 方 向 で あ る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト を 把 持 す る ユ ー ザ か ら 遠 く な る 方 向 に 延 長

し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 操 作 部 の 端 部 は 、 前 記 操 作 部 を 把 持 す る ユ ー ザ の 指 の 端 部 が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル を

向 く よ う に 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー と 、 前

記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー の ピ ッ チ 動 作 及 び ／ ま た は ヨ ー 動 作 を 行 う た め に １ 以 上 の 方

向 に 曲 が る エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 と 、 を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ３ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、

　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ

ワ イ ヤ 、
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　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ

ヤ と 、

　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝

達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ と 、 を 含 み 、

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ 及 び 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 動 作 は 、 そ れ

ぞ れ 独 立 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 運 動 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン の 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 、 そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及

び 第 ２ ジ ョ ー が 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、

前 記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 前 記 両 端 の ピ ッ チ ワ イ ヤ 間 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、 前

記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 前 記 両 端 の ヨ ー ワ イ ヤ 間 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、

前 記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、 前

記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 両 端 の ピ ッ チ ワ イ ヤ を 連 結 す る 線 と 、 前 記 両 端 の ヨ ー ワ イ ヤ を 連 結 す る 線 と が 垂 直

に な る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 第 １ ジ ョ ー の 一 端 部 、 及 び 前 記 第 ２ 組 の 一 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル が 形 成

さ れ 、

　 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー の ガ イ ド ホ ー ル を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ

ン が 挿 入 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 結 合 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 え ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン が 、 前 記 ガ イ ド ホ ー ル に 沿 っ て 並 進 運 動 を し な が ら 、 前 記 第 １ ジ ョ ー

及 び 第 ２ ジ ョ ー の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 す れ れ ば 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に

記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 は 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 連 結 部 と を 連 結 し 、

　 外 周 面 に 、 多 数 個 の 溝 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 各 溝 に は 、 エ ン ド ツ ー

ル 関 節 部 材 の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の １ 以 上 の リ ブ が 形 成 さ れ る 屈 曲 型 関 節 部 材 で あ

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ８ 】
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　 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 は 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 連 結 部 と を 連 結 し 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 と 、 前 記 第 ３ 方

向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 と 、 を 含 む 節 型 関 節 部 材 で あ る

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 １ 以 上 の ピ ッ チ 節 と 、 １ 以 上 の ヨ ー 節 と が 互 い に 交 互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 ピ ッ チ 節 及 び ／ ま た は 前 記 ヨ ー 節 の 内 部 に 収 容 さ れ 、 前 記 ピ ッ チ 節 及 び ／ ま た は 前

記 ヨ ー 節 に 所 定 弾 性 力 を 提 供 す る 弾 性 部 材 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ８ に 記

載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 は 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 連 結 部 と を 連 結 し 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ ギ ア と 、 前 記 第 ３

方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー ギ ア と 、 を 含 む ギ ア 型 関 節 部 材

で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ２ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８

に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ３ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ヨ ー 駆 動 軸 と 連 結 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 軸 と 共 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 部 と 、 を

含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ４ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 外 周 面 に 、 多 数 個 の 溝 が 、 前 記 第

１ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 各 溝 に は 、 ヨ ー 操 作 部 の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の １ 以

上 の リ ブ が 形 成 さ れ る 屈 曲 型 関 節 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ５ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー ギ ア を 含 む ギ ア 型 関

節 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ６ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 を 含 む 節 型 関 節 部

材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ７ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 外 周 面 に 、 多 数 個 の 溝 が 、 前 記 第

１ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 各 溝 に は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の

１ 以 上 の リ ブ が 形 成 さ れ る 屈 曲 型 関 節 部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ８ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ ギ ア を 含 む ギ ア 型

関 節 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。
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【 請 求 項 ２ ９ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 を 含 む 節 型 関 節

部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ０ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 と 一 体 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 を 形 成 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ １ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 か ら 、 前 記 第 ３ 方 向 に 一 定 程 度 離 隔 さ

れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ３ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、

　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が ら 、 １ 回 以

上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ

ン ト 。

【 請 求 項 ３ ４ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 に

そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 一 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル が 形 成 さ れ た 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 駆 動 部 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 と 、

　 前 記 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 の ガ イ ド ホ ー ル

に 貫 通 挿 入 さ れ る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン と 、 を 含 み 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ま た は 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 が 回 転 す れ ば

、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ５ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動

部 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 及 び 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ と そ れ ぞ れ 連 結 さ れ

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ

イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 う よ う に 連 結 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ６ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、

　 少 な く と も 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） 及 び 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た

関 節 部 材 で あ る ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 共 に 回 転 自 在 に 形

成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ７ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、

　 外 周 面 に 、 多 数 個 の 溝 が 、 前 記 第 １ 方 向 に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 前 記 各 溝 に は 、 ピ ッ チ ／ ヨ
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ー 操 作 部 の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の １ 以 上 の リ ブ が 形 成 さ れ る 屈 曲 型 関 節 部 材 を 含 む

こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ８ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ ギ ア 、 及 び 前 記 第

３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー ギ ア を 含 む ギ ア 型 関 節 部 材 を

含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ９ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 、 及 び 前 記 第 ３

方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 を 含 む 節 型 関 節 部 材 を 含 む こ

と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ６ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ０ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、

　 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 及 び ／ ま た は ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

３ ６ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ １ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ２ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ４ １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ３ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ４ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ４ ３ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ５ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ６ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ４ ５ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ７ 】

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 を

基 準 に 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 と 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 ３ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ８ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が ヨ ー 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 駆 動 軸 を 基 準 に 、 前 記 エ ン

ド ツ ー ル が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 手
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術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ９ 】

　 前 記 操 作 部 に 連 結 さ れ て 形 成 さ れ る ロ ー ル 操 作 部 を さ ら に 含 み 、

　 前 記 ロ ー ル 操 作 部 を 回 転 さ せ れ ば 、 前 記 連 結 部 の 中 心 軸 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 中 心 軸

と の 相 対 的 な 角 度 は 、 そ の ま ま 維 持 さ れ た 状 態 で 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル だ け が そ の 中 心 軸 を

中 心 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ０ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ

ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン

ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立

し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し

て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー

に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一

方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ １ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ

ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 、 前 記 エ

ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立

し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し

て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー

に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一

方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向
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の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ２ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立

し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し

て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー

に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一

方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ３ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 か ら 、 前 記 第 ３ 方 向 に お い て 一 定 程 度

離 隔 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

。

【 請 求 項 ５ ４ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操
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作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ５ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ６ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、
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　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ７ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ８ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ９ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー
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ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ

ワ イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ

れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、

前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 　 本 発 明 は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト に 係 り 、 詳 細 に は 、 腹 腔 鏡 手 術 、 ま た は さ ま ざ ま

な 多 様 な 手 術 に 使 用 す る た め に 手 動 で 作 動 可 能 な 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 　 医 学 的 に 手 術 と は 、 肌 や 粘 膜 、 そ の 他 組 織 を 、 医 療 機 器 を 使 用 し て 切 っ た り 裂 い た り

す る よ う な 操 作 を 加 え 、 病 気 を 直 す こ と を い う 。 特 に 、 手 術 部 位 の 皮 膚 を 切 開 し て 開 き 、

そ の 内 部 に あ る 器 官 な ど を 治 療 、 成 形 し た り 除 去 す る 開 腹 手 術 な ど は 、 出 血 、 副 作 用 、 患

者 の 苦 痛 、 傷 痕 な ど の 問 題 を 引 き 起 こ す 。 従 っ て 、 最 近 で は 、 皮 膚 に 所 定 の 孔 を 形 成 し 、

医 療 機 器 、 例 え ば 、 腹 腔 鏡 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 、 微 細 手 術 用 顕 微 鏡 な ど し か 挿 入 せ

ず に 遂 行 す る 手 術 、 ま た は ロ ボ ッ ト （ robot） を 使 用 し た 手 術 が 代 案 と し て 脚 光 を 浴 び て

い る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 皮 膚 に 穿 孔 さ れ た 孔 を 通 過 す る シ ャ フ ト の 一 端 に 具 備 さ れ

た エ ン ド ツ ー ル を 、 所 定 の 駆 動 部 を 使 用 し て 、 医 師 が 直 接 手 で 操 作 し た り 、 ロ ボ ッ ト ア ー

ム を 使 用 し て 操 作 す る こ と に よ り 、 手 術 部 位 を 手 術 す る た め の 道 具 で あ る 。 手 術 用 イ ン ス

ト ル メ ン ト に 具 備 さ れ た エ ン ド ツ ー ル 所 定 の 構 造 を 介 し た 、 回 転 動 作 、 つ ま み 動 作 （ grip

ping） 、 切 断 動 作 （ cutting） な ど を 遂 行 す る 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

　 と こ ろ で 、 既 存 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 エ ン ド ツ ー ル 部 分 が 屈 曲 さ れ ず 、 手 術 部

位 へ の 接 近 、 及 び さ ま ざ ま な 手 術 動 作 の 遂 行 に お い て 、 容 易 で は な い と い う 問 題 点 が 存 在

し た 。 そ れ を 補 完 す る た め に 、 エ ン ド ツ ー ル 部 分 が 反 る こ と が で き る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ

ン ト が 開 発 さ れ た が 、 エ ン ド ツ ー ル を 屈 曲 さ せ た り 、 手 術 動 作 を 行 う た め の 操 作 部 の 作 動

が 、 実 際 エ ン ド ツ ー ル が 屈 曲 さ れ た り 手 術 動 作 を 遂 行 し た り す る 動 作 と 直 観 的 に 一 致 せ ず

、 手 術 者 の 立 場 に お い て 、 直 観 的 な 作 動 が 容 易 で は な く 、 使 用 方 法 の 熟 練 に 長 時 間 が 必 要

と な る と い う 問 題 点 が 存 在 し た 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 前 述 の 背 景 技 術 は 、 発 明 者 が 、 本 発 明 の 導 出 の た め に 保 有 し て い た り 、 本 発 明 の 導 出 過
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程 で 習 得 し た り し た 技 術 情 報 で あ り 、 必 ず し も 、 本 発 明 の 出 願 前 に 一 般 公 衆 に 公 開 さ れ た

公 知 技 術 と す る こ と は で き な い 。

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 目 的 は 、 前 述 の 問 題 点 を 解 決 す る た め の も の で あ り 、 実 際 エ ン ド ツ ー ル が 屈 曲

し た り 手 術 動 作 を 遂 行 し た り す る 動 作 と 、 そ れ に 対 応 す る 操 作 部 の 作 動 を 直 観 的 に 一 致 さ

せ る た め の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト を 提 供 す る こ と を 目 的 に す る 。 さ ら に 具 体 的 に は 、 そ

の た め に 、 さ ま ざ ま な 自 由 度 を 有 す る エ ン ド ツ ー ル 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 を 直 観 的 に 操 作

さ せ る 構 造 を 有 す る 操 作 部 、 操 作 部 の 操 作 通 り エ ン ド ツ ー ル の 動 作 が 可 能 に な る よ う に 、

操 作 部 の 駆 動 力 を エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る 動 力 伝 達 部 を 提 供 す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 少 な く と も ２ 以 上 の 方 向 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る エ ン ド ツ ー ル （ end tool）

； 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ （ pitch） 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 （ pitch operator）

と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー （ yaw） 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 （ yaw operator） と 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuation） 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

操 作 部 （ actuation operator） と 、 を 含 み 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 ま た は 前 記 ヨ ー 操 作 部 の う

ち 少 な く と も 一 つ は 、 １ 以 上 の 方 向 に 曲 が る 関 節 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 操 作 部 ； 前 記 操

作 部 の 動 作 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る 動 力 伝 達 部 ； 及 び 第 １ 方 向 （ Ｘ 軸 ） に 延 長 し て

形 成 さ れ 、 一 端 部 に は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 結 合 さ れ 、 他 端 部 に は 、 前 記 操 作 部 が 結 合 さ

れ 、 前 記 操 作 部 と 前 記 エ ン ド ツ ー ル と を 連 結 す る 連 結 部 ； を 含 み 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と

も 一 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 延 長 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト を 提 供 す る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 か よ う な 本 発 明 に よ っ て 、 手 術 者 に よ る 操 作 部 の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ ー ル の 作 動 方 向

と が 直 観 的 に 同 一 方 向 で あ る た め に 、 手 術 者 の 便 宜 性 が 向 上 し 、 手 術 の 正 確 性 、 信 頼 性 及

び 迅 速 性 な ど が 向 上 す る と い う 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 図 １ Ａ 】 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ Ｂ 】 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ Ｃ 】 他 の 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ Ｄ 】 他 の 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ Ｅ 】 本 発 明 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ Ｆ 】 本 発 明 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ る

。

【 図 ３ 】 図 ２ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 内 部 詳 細 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 図 ３ に お い て 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を 示 す 内 部 詳

細 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 図 ３ に お い て 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １

３ を 示 す 内 部 詳 細 図 で あ る 。

【 図 ６ Ａ 】 図 １ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 操 作 部 の 概 念 図 で あ る 。

【 図 ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ の

多 様 な 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ６ Ｃ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ の

多 様 な 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ６ Ｄ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ の
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多 様 な 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ７ Ａ 】 図 ２ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ に 適 用 さ れ る エ ン ド ツ ー ル の 結 合 斜 視 図

で あ る 。

【 図 ７ Ｂ 】 図 ７ Ａ エ ン ド ツ ー ル の 分 解 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ Ｃ 】 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル に お い て 、 ジ ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ 及 び 関 節 部 材 １ ２ ５ が 省

略 さ れ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ７ Ｄ 】 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル の 関 節 部 材 １ ２ ５ の 正 面 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル が ヨ ー （ yaw） 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ９ 】 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル が ヨ ー （ yaw） 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ ０ 】 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル が ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuation） 運 動 を 行 い 、 ク ロ

ー ズ （ close） さ れ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 図 １ １ Ａ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 を 概 略 的 に 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 １ １ Ｂ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 を 概 略 的 に 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 １ １ Ｃ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 を 概 略 的 に 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 １ １ Ｄ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実

施 形 態 の ヨ ー 動 作 を 概 略 的 に 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 １ ２ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ３ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ４ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ５ 】 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ６ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ７ 】 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 １ ８ Ａ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る

。

【 図 １ ８ Ｂ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ８ Ｃ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る

。

【 図 １ ８ Ｄ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ８ Ｅ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ る

。

【 図 １ ８ Ｆ 】 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 図 １ ９ Ａ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ

る 。

【 図 １ ９ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ

る 。

【 図 ２ ０ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ １ 】 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ ２ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。
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【 図 ２ ３ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ ４ 】 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ ５ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ ６ Ａ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ

る 。

【 図 ２ ６ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ

る 。

【 図 ２ ７ Ａ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 一 変 形 例 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ ＇ を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ２ ７ Ｂ 】 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 一 変 形 例 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ ＇ を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ２ ８ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ２ ９ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ３ ０ 】 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る

。

【 図 ３ １ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ を 示 す 図 面 で

あ る 。

【 図 ３ ２ 】 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ を 示 す 図 面 で

あ る 。

【 図 ３ ３ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 １ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ４ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ２ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ５ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ２ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ６ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ３ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ７ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ３ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ８ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ３ 変 形 例 を

示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ３ ９ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 第 １ 変 形 例

を 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ４ ０ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 第 ２ 変 形 例

を 示 す 図 面 で あ る 。

【 図 ４ １ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 １ 変 形 例 を 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 ４ ２ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 ２ 変 形 例 を 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 ４ ３ 】 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 ３ 変 形 例 を 示

す 図 面 で あ る 。

【 図 ４ ４ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 １ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ボ ー ル ジ ョ イ ン ト － Ｂ ） 。

【 図 ４ ５ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ユ ニ バ ー サ ル ・ ジ ョ イ ン ト － Ｕ ） 。
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【 図 ４ ６ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 ３ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｓ Ｂ ） 。

【 図 ４ ７ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 ４ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｓ Ｕ ） 。

【 図 ４ ８ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 ５ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｊ Ｂ ） 。

【 図 ４ ９ 】 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の

第 ６ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｊ Ｕ ） 。

【 図 ５ ０ 】 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト に お い て 、 ロ ー ル （ roll） 機 能

が 追 加 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 斜 視 図 で あ る 。

【 図 ５ １ Ａ 】 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ５ １ Ｂ 】 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ５ １ Ｃ 】 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ５ １ Ｄ 】 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 図 ５ １ Ｅ 】 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ

る 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ０ 】

　 本 発 明 は 、 多 様 な 変 換 を 加 え る こ と が で き 、 さ ま ざ ま な 実 施 形 態 を 有 す る こ と が で き る

が 、 特 定 実 施 形 態 を 図 面 に 例 示 し 、 そ れ に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 し か し 、 そ れ ら は 、 本

発 明 を 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て 限 定 す る の で は な く 、 本 発 明 の 思 想 及 び 技 術 範 囲 に 含 ま れ

る 全 て の 変 換 、 均 等 物 な い し 代 替 物 を 含 む も の で あ る と 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。 本 発

明 に つ い て の 説 明 に お い て 、 関 連 公 知 技 術 に 係 わ る 具 体 的 な 説 明 が 本 発 明 の 要 旨 を 不 明 に

す る と 判 断 さ れ る 場 合 、 そ の 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 第 １ 、 第 ２ の よ う な 用 語 は 、 多 様 な 構 成 要 素 に つ い て の 説 明 に 使 用 さ れ る が 、 前 記 構 成

要 素 は 、 前 記 用 語 に よ っ て 限 定 さ れ る も の で は な い 。 前 記 用 語 は 、 １ つ の 構 成 要 素 を 他 の

構 成 要 素 か ら 区 別 す る 目 的 の み に 使 用 さ れ る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 本 出 願 で 使 用 し た 用 語 は 、 た だ 特 定 の 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 に 使 用 さ れ た も の で あ り

、 本 発 明 を 限 定 す る 意 図 で は な い 。 単 数 の 表 現 は 、 文 脈 上 明 白 に 異 な っ て 意 味 し な い 限 り

、 複 数 の 表 現 を 含 む 。 本 出 願 に お い て 、 「 含 む 」 ま た は 「 有 す る 」 と い う よ う な 用 語 は 、

明 細 書 上 に 記 載 さ れ た 特 徴 、 数 字 、 段 階 、 動 作 、 構 成 要 素 、 部 品 、 ま た は そ れ ら 組 み 合 わ

せ が 存 在 す る と い う こ と を 指 定 す る も の で あ り 、 １ ま た は そ れ 以 上 の 他 の 特 徴 、 数 字 、 段

階 、 動 作 、 構 成 要 素 、 部 品 、 ま た は そ れ ら 組 み 合 わ せ の 存 在 ま た は 付 加 の 可 能 性 を あ ら か

じ め 排 除 す る も の で は な い と 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 、 添 付 し た 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る が 、 添 付 図

面 を 参 照 し て の 説 明 に お い て 、 同 一 で あ る か 、 あ る い は 対 応 す る 構 成 要 素 は 、 同 一 図 面 番

号 を 付 し 、 そ れ に 係 わ る 重 複 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 多 様 な 実 施 形 態 に つ い て の 説 明 に お い て 、 各 実 施 形 態 が 、 独 立 し て 解 釈

さ れ た り 実 施 さ れ た り し な け れ ば な ら な い も の で は な く 、 各 実 施 形 態 に お い て 説 明 さ れ る

技 術 的 思 想 が 、 個 別 的 に 説 明 さ れ る 他 の 実 施 形 態 に 組 み 合 わ さ れ て 解 釈 さ れ た り 実 施 さ れ

た り す る と い う こ と が 理 解 さ れ な け れ ば な ら な い 。

【 ０ ０ １ ５ 】
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　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ １ ａ ）

　 本 発 明 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

動 作 の う ち 少 な く と も い ず れ か １ 以 上 の 動 作 に つ い て 、 操 作 部 を い ず れ か の 一 方 向 に 回 転

さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル が 操 作 部 の 操 作 方 向 と 直 観 的 に 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 一 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 １ Ａ は 、 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １ Ｂ は 、 ヨ ー

動 作 概 念 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 １ Ａ を 参 照 す れ ば 、 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 遂 行 に お い て 、 エ ン

ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ は 、 エ ン ド ツ ー ル の 回 転 中 心 １ ２ １ ａ よ り 先 方 に 形 成 さ れ 、 操 作 部 １ １

０ ａ は 、 操 作 部 の 回 転 中 心 １ １ １ ａ よ り 後 ろ 側 に 形 成 さ れ た 状 態 で 、 操 作 部 １ １ ０ ａ を 時

計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ も 、 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １

２ ０ ａ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ も 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回

転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 一 方 、 図 １ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の

ヨ ー 動 作 遂 行 に お い て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ は 、 エ ン ド ツ ー ル の 回 転 中 心 １ ２ １ ａ よ り

先 方 に 形 成 さ れ 、 操 作 部 １ １ ０ ａ は 、 操 作 部 の 回 転 中 心 １ １ １ ａ よ り 後 ろ 側 に 形 成 さ れ た

状 態 で 、 操 作 部 １ １ ０ ａ を 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ も 、 時 計

回 り 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １ ２ ０ ａ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２

０ ａ も 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の 場 合 、 ユ ー ザ の 左 右 方 向 と い

う 観 点 か ら 見 た と き 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ ０ ａ を 左 に 動 か せ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ は

、 右 側 に 動 き 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ ０ ａ を 右 側 に 動 か せ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ａ は 、 左

に 動 く よ う に な る 。 結 果 的 に 、 ユ ー ザ の 操 作 方 向 と エ ン ド ツ ー ル の 動 作 方 向 と が 反 対 に な

る こ と に よ り 、 ユ ー ザ の 操 作 が 容 易 で は な い と い う 問 題 点 が 存 在 し た 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 図 １ Ｃ は 、 他 の 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １ Ｄ は 、

ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 図 １ Ｃ を 参 照 す れ ば 、 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の う ち 一 部 は 、 ミ ラ ー 対 称 形 態 に

形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 動 作 遂 行 に お い て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ は 、 エ ン ド ツ ー ル の 回 転 中 心

１ ２ １ ｂ よ り 先 方 に 形 成 さ れ 、 操 作 部 １ １ ０ ｂ は 、 操 作 部 の 回 転 中 心 １ １ １ ｂ よ り 後 ろ 側

に 形 成 さ れ た 状 態 で 、 操 作 部 １ １ ０ ｂ を 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２

０ ｂ は 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １ １ ０ ｂ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ

ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ は 、 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の 場 合 、 操 作 部 、

及 び エ ン ド ツ ー ル の 回 転 方 向 と い う 観 点 か ら 見 た と き 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ ０ ｂ を 回 転 さ

せ る 回 転 方 向 と 、 そ れ に よ る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ の 回 転 方 向 は 、 互 い に 反 対 に な る 。 結

果 的 に 、 ユ ー ザ に 操 作 方 向 の 混 乱 を も た ら し 、 関 節 の 動 作 が 直 観 的 で は な く 、 過 ち を 誘 発

す る と い う 問 題 点 が 存 在 し た 。 ま た 、 図 １ Ｄ を 参 照 す れ ば 、 ヨ ー 動 作 遂 行 に お い て 、 エ ン

ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ は 、 エ ン ド ツ ー ル の 回 転 中 心 １ ２ １ ｂ よ り 先 方 に 形 成 さ れ 、 操 作 部 １ １

０ ｂ は 、 操 作 部 の 回 転 中 心 １ １ １ ｂ よ り 後 ろ 側 に 形 成 さ れ た 状 態 で 、 操 作 部 １ １ ０ ｂ を 時

計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ は 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部

１ １ ０ ｂ を 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｂ は 、 時 計 回 り 方 向 に 回

転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 そ の 場 合 、 操 作 部 、 及 び エ ン ド ツ ー ル の 回 転 方 向 と い う 観 点 か

ら 見 た と き 、 ユ ー ザ が 操 作 部 １ １ ０ ｂ を 回 転 さ せ る 回 転 方 向 と 、 そ れ に よ る エ ン ド ツ ー ル

１ ２ ０ ｂ の 回 転 方 向 は 互 い に 反 対 に な る 。 結 果 的 に 、 ユ ー ザ に 操 作 方 向 の 混 乱 を も た ら し

、 関 節 の 動 作 が 直 観 的 で は な く 、 過 ち を 誘 発 す る と い う 問 題 点 が 存 在 し た 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 か よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 図 １ Ｅ 及 び 図 １ Ｆ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 一 実 施 形 態

に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｃ を 、 エ ン ド ツ ー ル の 回 転 中 心 １

２ １ ｃ よ り 先 方 に 形 成 し 、 操 作 部 １ １ ０ ｃ も 、 操 作 部 の 回 転 中 心 １ １ １ ｃ よ り 先 方 に 形 成
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し 、 操 作 部 １ １ ０ ｃ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ｃ と の 動 作 を 直 観 的 に 一 致 さ せ る こ と を 一 特 徴

と す る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 そ れ に つ い て 異 な っ て 説 明 す れ ば 、 図 １ Ａ 、 図 １ Ｂ 、 図 １ Ｃ 及 び 図 １ Ｄ の よ う な 従 来 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 場 合 に は 、 エ ン ド ツ ー ル が 自 体 の 回 転 中 心 よ り 先 方 に 位 置 す る

の に 比 べ 、 操 作 部 は 、 自 体 の 回 転 中 心 よ り 後 ろ 側 に 形 成 さ れ 、 先 方 が 固 定 さ れ た 状 態 で 後

ろ 側 を 動 か す 操 作 部 の 動 作 を 介 し て 、 後 ろ 側 が 固 定 さ れ た 状 態 で 先 方 を 動 か す エ ン ド ツ ー

ル を 動 か す こ と に な る の で 、 構 造 上 、 直 観 的 に 一 致 し な い 構 造 で あ る 。 そ れ に よ り 、 操 作

部 の 操 作 と 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と に お い て 、 左 右 方 向 の 観 点 、 ま た は 回 転 方 向 の 観 点 に

お い て 不 一 致 が 発 生 し 、 ユ ー ザ に 混 乱 を も た ら し 、 操 作 部 の 操 作 を 直 観 的 に 迅 速 に 遂 行 し

難 く な り 、 過 ち を 誘 発 す る と い う 問 題 点 が 存 在 し た 。 そ れ に 反 し 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 に

よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 エ ン ド ツ ー ル 及 び 操 作 部 が 、 い ず れ も 後 ろ 側 に 形 成 さ れ

た 回 転 中 心 を 基 準 に 動 く た め に 、 構 造 上 、 直 観 的 に 動 作 が 互 い に 一 致 す る と い え る の で あ

る 。 そ れ に よ り 、 ユ ー ザ は 、 エ ン ド ツ ー ル 方 向 の 操 縦 を 直 観 的 に 迅 速 に 遂 行 す る こ と が で

き 、 過 ち が 誘 発 さ れ る 可 能 性 が 顕 著 に 下 が る と い う 長 所 が あ る 。 以 下 で は 、 そ れ に つ い て

さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 図 ２ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ を 示 す 側 面 図 で あ

り 、 図 ３ は 、 図 ２ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 内 部 詳 細 図 で あ り 、 図 ４ は 、 図 ３ に

お い て 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を 示 す 内 部 詳 細 図 で あ り 、 図

５ は 、 図 ３ に お い て 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３

を 示 す 内 部 詳 細 図 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ な い し 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １

０ ０ は 、 操 作 部 １ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル （ end tool） １ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ 及 び 連 結 部

１ ４ ０ を 含 む 。 こ こ で 、 連 結 部 １ ４ ０ は 、 中 空 の シ ャ フ ト （ shaft） 形 状 に 形 成 さ れ 、 そ

の 内 部 に 、 １ 本 以 上 の ワ イ ヤ （ 後 述 す る ） が 収 容 さ れ 、 そ の 一 端 部 に は 、 操 作 部 １ １ ０ が

結 合 さ れ 、 他 端 部 に は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 結 合 さ れ 、 操 作 部 １ １ ０ と エ ン ド ツ ー ル （

end tool） １ ２ ０ と を 連 結 す る 役 割 を 行 う 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 詳 細 に は 、 操 作 部 １ １ ０ は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 に 形 成 さ れ 、 医 師 が 直 接 操 る こ と が

で き る イ ン タ ー フ ェ ー ス 、 例 え ば 、 つ ま み 形 状 、 ス テ ィ ッ ク 形 状 、 レ バ ー 形 状 な ど に よ っ

て 具 備 さ れ 、 そ れ を 医 師 が 操 れ ば 、 当 該 イ ン タ ー フ ェ ー ス に 連 結 さ れ 、 手 術 患 者 の 体 内 に

挿 入 さ れ る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 、 所 定 作 動 を 行 う こ と に よ り 、 手 術 を 遂 行 す る こ と に な

る 。 こ こ で 、 図 ２ に は 、 操 作 部 １ １ ０ が つ ま み 形 状 に 形 成 さ れ る よ う に 図 示 さ れ て い る が

、 本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と 連 結 さ れ て エ

ン ド ツ ー ル １ ２ ０ を 操 作 す る こ と が で き る 多 様 な 形 態 の 操 作 部 が 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 他 端 部 に 形 成 さ れ 、 手 術 部 位 に 挿 入 さ れ て 手 術

に 必 要 な 動 作 を 行 う 。 か よ う な エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 一 例 と し て 、 図 ２ に 図 示 さ れ て い る

よ う に 、 グ リ ッ プ （ grip） 動 作 を 行 う た め の １ 対 の ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図 ７

Ａ ） が 使 用 さ れ る 。 た だ 、 本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 手 術 の た め

の 多 様 な 装 置 が エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と し て 使 用 さ れ る で あ ろ う 。 例 え ば 、 片 腕 が 焼 灼 器 の

よ う な 構 成 も 、 エ ン ド ツ ー ル と し て 使 用 さ れ る で あ ろ う 。 か よ う な エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は

、 操 作 部 １ １ ０ と 、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ に よ っ て 連 結 さ れ 、 操 作 部 １ １ ０ の 駆 動 力 を 、 動 力

伝 達 部 １ ３ ０ を 介 し て 伝 達 さ れ る こ と に よ り 、 グ リ ッ プ （ grip） 動 作 、 切 断 （ cutting）

動 作 、 縫 合 （ suturing） 動 作 な ど 手 術 に 必 要 な 動 作 を 行 う こ と に な る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル １

２ ０ は 、 少 な く と も ２ 以 上 の 方 向 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 例 え ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は
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、 図 ２ の Ｙ 軸 を 中 心 に 、 ピ ッ チ （ pitch） 運 動 を 行 う と 同 時 に 、 図 ２ の Ｚ 軸 を 中 心 に 、 ヨ

ー （ yaw） 運 動 及 び ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuation） 運 動 を 行 う よ う に 形 成 さ れ る 。 そ れ

に つ い て は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ は 、 操 作 部 １ １ ０ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と を 連 結 し て 、 操 作 部 １ １ ０

の 駆 動 力 を エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に 伝 達 す る 役 割 を 行 い 、 多 数 の ワ イ ヤ 、 プ ー リ ー 、 リ ン ク

、 節 、 ギ ア な ど を 含 ん で も よ い 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 以 下 で は 、 図 ２ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０

、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ な ど に つ い て 、 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 （ 操 作 部 ）

　 図 ２ な い し 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １

０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ （ pitch） 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操

作 部 （ pitch operator） １ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ヨ ー （ yaw） 運 動 を 制 御 す る ヨ

ー 操 作 部 （ yaw operator） １ １ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuat

ion） 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 （ actuation operator） １ １ ３ と 、 を 含

む 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 図 ２ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の 使 用 状 態 を 例 示 す れ ば 、 ユ ー ザ は 、 手 の 平 で ピ

ッ チ 操 作 部 １ １ １ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ を 手 に し て い る 状 態 で 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手

１ １ １ ２ を 回 転 さ せ て ピ ッ チ 運 動 を 行 い 、 人 差 し 指 を ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ に 挟 み こ ん だ 状 態

で 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を 回 転 さ せ て ヨ ー 運 動 を 行 い 、 親 指 を ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １

１ ３ に 挟 み こ ん だ 状 態 で 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ を 回 転 さ せ 、 ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 行 う 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 で 使 用 さ れ る ピ ッ チ （ pitch） と ヨ ー （ yaw） と ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ ac

tuation） と の 動 作 そ れ ぞ れ に つ い て 定 義 す れ ば 、 次 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ま ず 、 ピ ッ チ （ pitch） 動 作 は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 延 長 方 向 （ 図 ２ の Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て

上 下 方 向 へ の 運 動 、 す な わ ち 、 図 ２ の Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 す る 動 作 を 意 味 す る 。 言 い 換 え れ

ば 、 連 結 部 １ ４ ０ の 延 長 方 向 （ 図 ２ の Ｘ 軸 方 向 ） に 延 長 し て 形 成 さ れ て い る エ ン ド ツ ー ル

１ ２ ０ が 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 す る 運 動 を 意 味 す る 。 次 に 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 は 、 連

結 部 １ ４ ０ の 延 長 方 向 （ 図 ２ の Ｘ 軸 方 向 ） に 対 し て 左 右 方 向 へ の 運 動 、 す な わ ち 、 図 ２ の

Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 す る 動 作 を 意 味 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 連 結 部 １ ４ ０ の 延 長 方 向 （ 図 ２ の

Ｘ 軸 方 向 ） に 延 長 し て 形 成 さ れ て い る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回 転 す

る 運 動 を 意 味 す る 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuation） 動 作 は 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 と

同 一 回 転 軸 を 中 心 に 回 転 す る が 、 ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ ） が 互 い

に 反 対 方 向 に 回 転 し な が ら 、 ジ ョ ー （ jaw） が す ぼ ん だ り 開 い た り す る 動 作 を 意 味 す る 。

す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に 形 成 さ れ た ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図 ７

Ａ ） が 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る 運 動 を 意 味 す る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ は 、 操 作 部 １ １ ０

を い ず れ か の 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 、 前 記 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方

向 と 直 観 的 に 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。 言 い 換 え れ ば 、 操 作 部 １ １ ０ の ピ

ッ チ 操 作 部 １ １ １ を い ず れ か の 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ も 前 記 一 方 向

と 直 観 的 に 同 一 方 向 に 回 転 し て ピ ッ チ 運 動 を 行 い 、 操 作 部 １ １ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を い

ず れ か の 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ も 、 前 記 一 方 向 と 直 観 的 に 同 一 方 向

に 回 転 し て ヨ ー 動 作 を 行 う の で あ る 。 こ こ で 、 直 観 的 に 同 一 方 向 と い う の は 、 操 作 部 １ １

０ を 把 持 し て い る ユ ー ザ の 人 差 し 指 の 移 動 方 向 と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 末 端 部 の 移 動 方
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向 と が 実 質 的 に 同 一 方 向 を な す こ と で あ る と 敷 衍 説 明 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 た だ 、

こ こ で 、 同 一 方 向 と い う の は 、 三 次 元 座 標 上 で 完 璧 に 一 致 す る 方 向 で も な く 、 例 え ば 、 ユ

ー ザ の 人 差 し 指 が 左 に 移 動 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 末 端 部 も 左 に 移 動 し 、 ユ ー ザ の

人 差 し 指 が 右 側 に 移 動 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 末 端 部 も 右 側 に 移 動 す る と い う よ う

な 同 一 性 で あ る と 理 解 す る こ と が で き る と い う こ と は い う ま で も な い 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 そ し て 、 そ の た め に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ は 、

操 作 部 １ １ ０ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と が 、 連 結 部 １ ４ ０ の 延 長 軸 （ Ｘ 軸 ） に 垂 直 で あ る 平

面 を 基 準 に 、 同 一 方 向 に 形 成 さ れ る こ と を 一 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 図 ２ の Ｙ Ｚ 平 面 を 基

準 に し て 見 た と き 、 操 作 部 １ １ ０ は 、 ＋ Ｘ 軸 方 向 に 延 長 し て 形 成 さ れ て お り 、 同 時 に 、 エ

ン ド ツ ー ル １ ２ ０ も 、 ＋ Ｘ 軸 方 向 に 延 長 し て 形 成 さ れ て い る の で あ る 。 そ れ を 他 の 言 葉 で

表 現 す れ ば 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 で の エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 形 成 方 向 と 、 連 結 部 １ ４ ０

の 他 端 部 で の 操 作 部 １ １ ０ の 形 成 方 向 と が 、 Ｙ Ｚ 平 面 を 基 準 に 同 一 方 向 で あ る と も い え る

の で あ る 。 ま た は 、 そ れ を 他 の 言 葉 で 表 現 す れ ば 、 操 作 部 １ １ ０ が 、 そ れ を 把 持 す る ユ ー

ザ の 体 か ら 遠 く な る 方 向 、 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 形 成 さ れ た 方 向 に 形 成 さ れ た

と い う こ と も で き る で あ ろ う 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 詳 細 に は 、 従 来 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 場 合 、 ユ ー ザ が 操 作 部 を 操 作 す る 方 向 と 、

エ ン ド ツ ー ル の 実 際 作 動 方 向 と が 互 い に 異 な っ て い て 直 観 的 に 一 致 し な い た め に 、 手 術 者

の 立 場 で 直 観 的 な 作 動 が 容 易 で は な く 、 エ ン ド ツ ー ル が 所 望 方 向 に 動 く よ う に 熟 練 す る の

に 長 時 間 が 必 要 と な り 、 場 合 に よ っ て は 、 誤 動 作 が 発 生 し 、 患 者 に 被 害 を 与 え て し ま う よ

う な 問 題 点 が 存 在 し た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 か よ う な 問 題 点 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト １ ０ ０ は 、 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 作 動 方 向 と が 直 観 的 に 同

一 方 向 に な る よ う に し 、 そ の た め に 、 操 作 部 １ １ ０ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と が 、 ピ ッ チ 駆

動 関 節 １ １ １ １ を 含 む Ｙ Ｚ 平 面 を 基 準 に し て 見 た と き 、 同 じ 側 に 形 成 さ れ る こ と を 一 特 徴

と す る 。 そ れ に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す れ ば 、 次 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 図 ２ な い し 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １

０ ０ の 操 作 部 １ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ （ pitch） 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操

作 部 （ pitch operator） １ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ヨ ー （ yaw） 運 動 を 制 御 す る ヨ

ー 操 作 部 （ yaw operator） １ １ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuat

ion） 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 （ actuation operator） １ １ ３ と 、 を 含

む 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 （ pitch operating joint） １ １ １ １ と 、 ピ ッ

チ 駆 動 取 っ 手 （ pitch operating grip） １ １ １ ２ と 、 を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １

１ １ １ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ 駆 動

関 節 １ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ

こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、 屈 曲 型 関 節 で あ る の で 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 が Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転

す れ ば 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、 そ れ に よ っ て 、 曲 が っ た り 折 れ た り す る と も い え る が 、 説 明

の 便 宜 上 、 以 下 で は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 が 折 れ る こ と を 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 が 回 転 す る と 表 現

す る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ を 手 に し て い る 状 態 で 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ

手 １ １ １ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １

１ １ が 共 に 回 転 し 、 か よ う な 回 転 力 が 、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ を 介 し て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０

に 伝 達 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回

転 す る の で あ る 。 す な わ ち 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ を 中 心 に 時
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計 回 り 方 向 に 回 転 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ も 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ の 回 転 軸 と 平

行 な 軸 を 中 心 に 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 反 対 に 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ が ピ ッ チ 駆 動 関 節 １

１ １ １ を 中 心 に 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ も 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １

１ １ １ の 回 転 軸 と 平 行 な 軸 を 中 心 に 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。 詳 細 に は 、 ピ ッ チ 駆 動

関 節 １ １ １ １ は 、 中 空 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 面 に は 、 多 数 個 の 溝 １ １ １ １ ａ が 一 方

向 （ 図 ２ の Ｘ 軸 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 屈 曲 自 在 に 形 成 さ れ る 。 そ の と き 、 そ れ ぞ れ の

溝 １ １ １ １ ａ の 中 間 に は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ の 屈 曲 方 向 を 決 定 す る た め の リ ブ １ １

１ １ ｂ が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 リ ブ １ １ １ １ ｂ が 形 成 さ れ た 位 置 に お い て は 、 屈 曲 が 行

わ れ ず 、 リ ブ １ １ １ １ ｂ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 屈 曲 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 図 ２ で 見

た と き 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ の 両 横 面 に 沿 っ て リ ブ １ １ １ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る が 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ は 、 リ ブ １ １ １ １ ｂ が 形 成 さ れ て い な い 上 下 方 向 に 屈 曲 さ れ る 。

従 っ て 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ に は 、 実 際 の 回 転 軸 が 存 在 し な い が 、 図 ４ の Ｐ 軸 を 中 心

に 、 上 下 に 回 転 す る と 想 定 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 従 っ て 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １

は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る こ と が で き る の で あ

る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 一 方 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ は 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ の

ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の 一 端 部 上 に 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ が

ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ 及 び ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

操 作 部 １ １ ３ も 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と 共 に 回 転 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 そ れ に よ り 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ と の 座 標 系 は 、 固 定

さ れ て い る の で は な く 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ の 回 転 に よ っ て 、 相 対 的 に 続 け て 変 化 す る こ

と に な る 。 す な わ ち 、 図 ２ に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ の ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ は 、 Ｚ 軸 と 平 行

で あ り 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ は 、 Ｙ 軸

と 平 行 で あ る よ う に 図 示 さ れ て い る 。 し か し 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ が 回 転 す れ ば 、 ヨ ー 操

作 部 １ １ ２ の ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ と 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ と が Ｚ 軸 、 Ｙ 軸 と 平 行 で は な く な る 。 す な わ ち 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ と の 座 標 系 が 、 操 作 部 １ １ １ の 回 転 に よ っ て 変 化 し た の

で あ る 。 た だ し 、 本 明 細 書 で は 、 説 明 の 便 宜 の た め に 、 別 途 の 説 明 が な い 以 上 、 ヨ ー 操 作

部 １ １ ２ と ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ と の 座 標 系 は 、 図 ２ の よ う に 、 ピ ッ チ 駆 動 取

っ 手 １ １ １ ２ が 連 結 部 １ ４ ０ に 対 し て 垂 直 に 位 置 し た 状 態 を 基 準 に し て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ４ ３ 】

　 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 軸 （ yaw rotating axis） １ １ ２ １ と 、 ヨ ー 駆 動 部 （ yaw

 rotating member） １ １ ２ ２ と を 含 む 。 こ こ で 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ は 、 連 結 部 １ ４ ０ が

形 成 さ れ て い る Ｘ Ｙ 平 面 と 所 定 角 度 を な す よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２

１ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｚ 軸 と 平 行 な 方 向 に 形 成 さ れ 、 こ の 状 態 で ピ ッ チ 操

作 部 １ １ １ が 回 転 す る 場 合 、 前 述 の よ う に 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ の 座 標 系 は 、 相 対 的 に 変 わ

る の で あ る 。 た だ 、 本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 人 体 工 学 的 （ ergo

nomic） 設 計 に よ っ て 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を 把 持 す る ユ ー ザ の 手 構 造 に 適 す る よ う に 、 ヨ

ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ が 多 様 な 方 向 に 形 成 さ れ る と い う こ と は い う ま で も な い 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 一 方 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ と 連 結 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ と

共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ に 人 差 し 指 を 挟

ん だ 状 態 で 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ と 連 結 さ れ た ヨ ー

駆 動 軸 １ １ ２ １ が 共 に 回 転 し 、 か よ う な 回 転 力 が 、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ を 介 し て 、 エ ン ド ツ

ー ル １ ２ ０ に 伝 達 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図

７ Ａ ） が 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 左 右 に 回 転 す る の で あ る 。 そ の た
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め に 、 ヨ ー 駆 動 軸 （ yaw rotating axis） １ １ ２ １ に は 、 プ ー リ ー １ １ ２ １ ａ が 形 成 さ れ

る 。 そ し て 、 プ ー リ ー １ １ ２ １ ａ に は 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ が 連 結 さ れ る 。 か よ う な ヨ ー

ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ は 、 図 ７ Ａ で 後 述 す る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５ と 連 結 さ れ 、

関 節 部 材 １ ２ ５ を 回 転 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 （ actuation rotating

 axis） １ １ ３ １ と 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 （ actuation rotating member） １ １ ３ ２

と を 含 む 。 こ こ で 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ は 、 連 結 部 １ ４ ０ が 形 成 さ れ て い

る Ｘ Ｙ 平 面 と 所 定 角 度 を な す よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １

３ １ は 、 図 ２ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 Ｙ 軸 と 平 行 な 方 向 に 形 成 さ れ 、 こ の 状 態 で 、 ピ ッ

チ 操 作 部 １ １ １ が 回 転 す る 場 合 、 前 述 の よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ の 座 標

系 は 、 相 対 的 に 変 わ る 。 た だ 、 本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 人 体 工

学 的 （ ergonomic） 設 計 に よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ を 把 持 す る ユ ー ザ の

手 構 造 に 適 す る よ う に 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ が 多 様 な 方 向 に 形 成 さ れ る で

あ ろ う と い う こ と は い う ま で も な い 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ と 連

結 さ れ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、

ユ ー ザ が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ に 親 指 を 挟 ん だ 状 態 で 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ

ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ と 連 結 さ れ た ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ が 共 に 回 転 し 、 か よ う な 回 転 力 が 、 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ を 介

し て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に 伝 達 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） １ ２

１ ， １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ ） が ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行 う 。 こ こ で 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動

作 と は 、 前 述 の よ う に 、 ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ ） が 互 い に 反 対 方

向 に 回 転 し な が ら 、 ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ ） を 開 閉 さ せ る 動 作 を 意 味 す

る 。 す な わ ち 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ を 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ジ ョ ー （

jaw） １ ２ １ （ 図 ７ Ａ ） は 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ

） は 、 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し な が ら 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 閉 じ 、 反 対 に 、 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ を 反 対 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ （ 図 ７ Ａ ） は

、 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ （ 図 ７ Ａ ） は 、 反 時 計 回 り 方 向 に 回

転 し な が ら 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 開 か れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 （ actuation operating axis） １ １ ３ １ の 一 端 部 に は

、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ が 連 結 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク

１ ３ ３ Ｌ １ の 一 端 部 に は 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ が 連 結 さ れ 、 第 ２ ア

ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ の 一 端 部 に は 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３

Ｌ ３ が 連 結 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ に は 、 ピ ボ ッ ト

ポ イ ン ト １ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ が 形 成 さ れ 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の 移 動 中 心

点 役 割 を 行 う 。 一 方 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の 一 端 部 に は 、 ガ イ ド 突

起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ に は 、 ガ イ ド 溝 １ １ １ ２ ｈ が 形 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 従 っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 第 １ ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ が 回 転 し 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ が

回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ は 、 Ｚ 軸 方 向 に

上 下 移 動 す る こ と に な る 。 そ し て 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ が Ｚ 軸 方 向

に 上 下 移 動 を 行 え ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ は 、 ピ

ボ ッ ト ポ イ ン ト １ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ を 中 心 に 回 転 し 、 従 っ て 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １

３ ３ Ｌ ３ の ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の ガ イ ド 溝 １ １ １ ２ ｈ

に 従 っ て 、 Ｘ 軸 方 向 に 直 線 運 動 を 行 う こ と に な る 。 一 方 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク
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１ ３ ３ Ｌ ３ の ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ に は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ が 連 結 さ

れ 、 ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が Ｘ 軸 方 向 に 直 線 運 動 を 行 え ば 、 そ れ と 共 に Ｘ 軸 方 向 に 直 線

運 動 を 行 う 。 そ し て 、 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ は 、 図 ７ Ａ な い し 図 ７

Ｃ な ど で 後 述 す る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ に 連 結

さ れ 、 ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 制 御 す る の で あ る 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 続 け て 、 図 ２ な い し 図 ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト １ ０ ０ に お い て 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と が 同 一 で あ る か 、 あ

る い は 平 行 な 軸 （ Ｘ 軸 ） 上 に 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ

操 作 部 １ １ １ の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ が 形 成 さ れ 、 連 結 部 １ ４ ０ の 他 端 部 に は 、 エ ン ド

ツ ー ル １ ２ ０ が 形 成 さ れ る の で あ る 。 こ こ で 、 図 面 に は 、 連 結 部 １ ４ ０ が 直 線 に 形 成 さ れ

る よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 連 結 部 １

４ ０ が 、 必 要 に よ っ て は 、 所 定 曲 率 を 有 す る よ う に 湾 曲 し た り 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ た り し

て 形 成 さ れ 、 か よ う な 場 合 に も 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は 、 実 質 的 に

同 一 ま た は 平 行 な 軸 上 に 形 成 さ れ る と い え る で あ ろ う 。 ま た 、 図 ２ に は 、 ピ ッ チ 操 作 部 １

１ １ と エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ と が 同 一 軸 （ Ｘ 軸 ） 上 に 形 成 さ れ る よ う に 図 示 さ れ て い る が 、

本 発 明 の 思 想 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と エ ン ド ツ ー ル １

２ ０ と が 互 い に 異 な る 軸 上 に 形 成 さ れ も す る で あ ろ う 。 そ れ に つ い て は 、 後 述 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 図 ６ Ａ な い し 図 ６ Ｄ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の

操 作 部 １ １ ０ の 多 様 な 変 形 例 を 示 し て い る 。

【 ０ ０ ５ １ 】

　 図 ６ Ａ の Ｈ １ は 、 図 ２ な ど で 説 明 し た よ う に 、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と ヨ

ー 操 作 部 １ １ ２ と が 互 い に 独 立 し て 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と

が 互 い に 機 能 的 に 分 離 さ れ る 。 か よ う な Ｈ １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 、

第 ３ 実 施 形 態 な ど に 見 ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 図 ６ Ｂ の Ｈ ２ １ は 、 １ ） 操 作 部 ４ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ

た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と の 役 割 を 同 時 に 行 う

よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ が エ ン ド ツ ー ル ４

２ ０ の 延 長 線 上 よ り 上 側 に 形 成 さ れ る 。 ３ ） そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ４ １ ３ は

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ 上 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ 上 で 独 立 し て 回 転

自 在 に 形 成 さ れ る 。 か よ う な Ｈ ２ １ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 な ど に 見 ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 ６ Ｃ の Ｈ ２ ２ は 、 １ ） 操 作 部 ５ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ

た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と の 役 割 を 同 時 に 行 う

よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ が エ ン ド ツ ー ル ５

２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ る 。 ３ ） そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ３ は 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ 上 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 共 に

回 転 し 、 ま た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ 上 で 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 。 か よ う な Ｈ

２ ２ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実 施 形 態 、 第 ７ 実 施 形 態 な ど に 見 ら れ る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 図 ６ Ｄ の Ｈ ２ ３ は 、 １ ） 操 作 部 ８ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と が 一 体 に 形 成 さ れ

た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 と ヨ ー 操 作 部 と の 役 割 を 同 時 に 行 う

よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ が エ ン ド ツ ー ル ８

２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ る が 、 連 結 部 ８ ４ ０ が 直 線 型 で は な く 、 少 な く と も １ 回 以 上 屈

曲 さ れ た 形 態 に 形 成 さ れ る 。 ３ ） そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ は 、 ピ ッ チ ／

ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ 上 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 共 に 回

転 し 、 ま た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 １ １ １ 上 で 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 。 か よ う な Ｈ ２

３ は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 、 第 ９ 実 施 形 態 、 第 １ ０ 実 施 形 態 な ど に 見 ら れ る 。
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【 ０ ０ ５ ５ 】

　 そ れ 以 外 に も 、 前 述 の 各 変 形 例 を 含 ん だ 多 様 な 操 作 部 の 変 形 例 が 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス

ト ル メ ン ト に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 （ エ ン ド ツ ー ル ） － 屈 曲 型

　 図 ７ Ａ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ に 適 用 さ れ る エ

ン ド ツ ー ル の 結 合 斜 視 図 で あ り 、 図 ７ Ｂ は 、 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル の 分 解 斜 視 図 で あ り 、

図 ７ Ｃ は 、 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル に お い て 、 ジ ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ 及 び 関 節 部 材 １ ２ ５ が 省

略 さ れ た 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ り 、 図 ７ Ｄ は 、 図 ７ Ａ の エ ン ド ツ ー ル の 関 節 部 材 １ ２ ５ の

正 面 図 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト １ ０ ０ に 適 用 さ れ る エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は 、 関 節 部 材 １ ２ ５ と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を

適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 、 第 ２ ジ ョ ー （ j

aw） １ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ jaw base） １ ２ ３ 、 関 節 部 材 １ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の

第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 １ ３ ０ は 、 １

本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ （ pitch wire） １ ３ １ Ｗ 、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ （ yaw wire） １ ３

２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ actuation wire） １ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 本 実 施 形 態 に お い て 、 ピ ッ チ 動 作 は 、 関 節 部 材 に 連 結 さ れ た ピ ッ チ ワ イ ヤ の 移 動 を 介 し

て 行 わ れ 、 ヨ ー 動 作 は 、 関 節 部 材 に 連 結 さ れ た ヨ ー ワ イ ヤ の 移 動 を 介 し て 行 わ れ る 。 そ の

と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 及 び ヨ ー ワ イ ヤ の 間 を 横 切 っ て エ ン ド

ツ ー ル 側 に 延 長 し て 具 備 さ れ て お り 、 ２ つ の ジ ョ ー に そ れ ぞ れ 形 成 さ れ た 溝 に 連 結 さ れ る

。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 引 き 押 し に よ っ て 、 ２ つ の ジ ョ ー 開 閉 さ れ る ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る 。 そ の と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ

及 び ヨ ー ワ イ ヤ の そ れ ぞ れ の 間 を 横 切 っ て 中 央 に 具 備 さ れ る の で 、 ピ ッ チ 動 作 及 び ヨ ー 動

作 に よ っ て 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ と ヨ ー ワ イ ヤ と が 移 動 し て も 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、

影 響 を 受 け な い 構 造 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 側 の 長 さ が 異 な り つ つ ピ ッ チ 動 作 が 行 わ れ る と き は 、 両 側 の ピ

ッ チ ワ イ ヤ の 中 央 を 通 る ヨ ー ワ イ ヤ は 、 ピ ッ チ 動 作 の 影 響 を 受 け ず 、 同 様 に 、 ヨ ー ワ イ ヤ

の 両 側 の 長 さ が 異 な り つ つ ヨ ー 動 作 が 行 わ れ る と き は 、 両 側 の ヨ ー ワ イ ヤ の 中 央 を 通 る ピ

ッ チ ワ イ ヤ は 、 ヨ ー 動 作 の 影 響 を 受 け な い 。 そ れ に つ い て は 、 後 に さ ら に 詳 細 に 説 明 す る

。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 全 体 構 成 に つ い て 、 さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 詳 細 に は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 に は 、 関 節 部 材 １ ２ ５ が 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 本 発 明

の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５

と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 屈

曲 型 関 節 部 材 を 適 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １ ２ ５ を 構 成 す る

こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 屈 曲 型 に 形 成 さ れ た 関 節 部 材 １ ２ ５ は 、 中 空 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 面 に は 、 多 数

個 の 溝 １ ２ ５ ａ が 、 一 方 向 （ 図 ７ Ａ の Ｘ 軸 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 屈 曲 自 在 に 形 成 さ れ

る 。 そ の と き 、 そ れ ぞ れ の 溝 １ ２ ５ ａ の 中 間 に は 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す

る た め の リ ブ １ ２ ５ Ｐ ， １ ２ ５ Ｙ が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 リ ブ １ ２ ５ Ｐ ， １ ２ ５ Ｙ が 形

成 さ れ た 位 置 に お い て は 、 屈 曲 が 良 好 に 行 わ れ ず 、 リ ブ １ ２ ５ Ｐ ， １ ２ ５ Ｙ が 形 成 さ れ て

い な い 部 分 に お い て 、 主 に 屈 曲 が 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】
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　 そ の と き 、 関 節 部 材 １ ２ ５ に は 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 第 １ 方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ ち 、 ピ ッ

チ 運 動 ） を ガ イ ド す る 第 １ リ ブ １ ２ ５ Ｐ と 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 第 ２ 方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ

ち 、 ヨ ー 運 動 ） を ガ イ ド す る 第 ２ リ ブ １ ２ ５ Ｙ と 、 が 形 成 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ２ リ ブ １

２ ５ Ｙ は 、 第 １ リ ブ １ ２ ５ Ｐ に 対 し て 、 一 定 程 度 オ フ セ ッ ト （ offset） さ れ て 形 成 さ れ る

。 ま た 、 偶 数 番 目 の 溝 １ ２ ５ ａ に 、 は 第 １ リ ブ １ ２ ５ Ｐ が 形 成 さ れ 、 奇 数 番 目 の 溝 １ ２ ５

ａ に は 、 第 ２ リ ブ １ ２ ５ Ｙ が 形 成 さ れ る 方 式 で 、 第 １ リ ブ １ ２ ５ Ｐ と 第 ２ リ ブ １ ２ ５ Ｙ と

が 互 い に 交 互 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 す な わ ち 、 図 ７ Ａ で 見 た と き 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 両 横 面 に 沿 っ て 、 第 １ リ ブ １ ２ ５ Ｐ が

形 成 さ れ て い る が 、 関 節 部 材 １ ２ ５ は 、 上 下 方 向 に 屈 曲 さ れ る 。 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５

に は 、 実 際 の 回 転 軸 が 存 在 し な い が 、 図 ７ Ａ の Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 す る と 想 定 す る こ

と が で き る で あ ろ う 。 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５ は 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る の で あ る

。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 ま た 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 上 下 面 に 沿 っ て 、 第 ２ リ ブ １ ２ ５ Ｙ が 形 成 さ れ て い る が 、 関 節

部 材 １ ２ ５ は 、 左 右 方 向 に 屈 曲 さ れ る 。 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５ に は 、 実 際 の 回 転 軸 が 存

在 し な い が 、 図 ７ Ａ の Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回 転 す る と 想 定 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 従

っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５ は 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る の で あ る 。 こ こ で 、 第 １ リ ブ １ ２ ５

Ｐ 及 び 第 ２ リ ブ １ ２ ５ Ｙ は 、 必 ず し も 関 節 部 材 １ ２ ５ の 垂 直 平 面 上 ま た は 水 平 平 面 上 に 形

成 さ れ な け れ ば な ら な い も の で は な く 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 垂 直 平 面 ま た は 水 平 平 面 か ら 一

定 程 度 オ フ セ ッ ト さ れ る よ う に 形 成 さ れ も す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 一 方 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 第 １ ジ ョ ー １ ２ １ 側 及 び 第 ２ ジ ョ ー １ ２ ２ 側 の 端 部 に は 、 ピ ッ

チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ

チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 が 引 っ 張 れ れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 関 節 部 材 １ ２ ５ の

一 端 部 も 、 引 っ 張 ら れ 、 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５ は 、 図 ７ Ａ の Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 ピ ッ

チ 運 動 が 行 わ れ る の で あ る 。 同 様 に 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 が 引 っ 張 れ れ

ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 関 節 部 材 １ ２ ５ の 一 端 部 も 引 っ 張 ら れ 、 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ５ は

、 図 ７ Ａ の Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 ヨ ー 運 動 が 行 わ れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 一 方 、 連 結 部 の 一 端 部 （ 図 示 せ ず ） 、 及 び そ れ と 対 向 す る 関 節 部 材 １ ２ ５ の 一 端 部 に は

、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ｐ Ｈ 、 ヨ ー ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ｙ Ｈ 、 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ａ Ｈ が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５

Ｐ Ｈ を 貫 通 し 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ が 連 結 部 １ ４ ０ か ら エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 延 長 し

て 形 成 さ れ 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 他 端 部 に 結 合 さ れ る 。 一 方 、 ヨ ー ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５

Ｙ Ｈ を 貫 通 し 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ が 連 結 部 １ ４ ０ か ら エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 延 長 し て

形 成 さ れ 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 他 端 部 に 結 合 さ れ る 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ 貫 通

ホ ー ル １ ２ ５ Ａ Ｈ を 貫 通 し 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ が 連 結 部 １ ４ ０ か ら エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０

側 に 延 長 し て 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ａ Ｈ を 貫

通 し た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ

に 連 結 さ れ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ｐ Ｈ は 、 図 ７ Ｄ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 関

節 部 材 １ ２ ５ の Ｚ 軸 方 向 直 径 の 両 端 部 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る 。 一 方 、 ヨ ー ワ

イ ヤ 貫 通 ホ ー ル １ ２ ５ Ｙ Ｈ は 、 図 ７ Ｄ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の Ｙ 軸 方

向 直 径 の 両 端 部 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 を 制 御 す る 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ 貫 通

ホ ー ル １ ２ ５ Ａ Ｈ は 、 図 ７ Ｄ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 関 節 部 材 １ ２ ５ の 中 心 部 に 形 成 さ

れ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 前 述 の よ う に 、 ヨ ー ワ イ ヤ は 、 そ の 両 端 部 の う ち い ず れ か 一 側 が 引 っ 張 ら れ る こ と に よ
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り 、 ヨ ー 動 作 が 行 わ れ 、 そ の と き 、 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 端 部 の 中 央 を 通 る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

ワ イ ヤ 及 び ピ ッ チ ワ イ ヤ は 、 長 さ 変 化 が な い の で 、 ヨ ー 動 作 は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作

及 び ピ ッ チ 動 作 か ら 分 離 し て 独 立 し て 行 わ れ る の で あ る 。 同 様 に 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ は 、 そ の

両 端 部 の う ち い ず れ か 一 側 が 引 っ 張 ら れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 動 作 が 行 わ れ 、 そ の と き 、

ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 端 部 の 中 央 を 通 る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ 及 び ヨ ー ワ イ ヤ は 、 長 さ 変

化 が な い の で 、 ピ ッ チ 動 作 は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 及 び ヨ ー 動 作 か ら 分 離 し て 独 立 し

て 行 わ れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 一 方 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ に は 、 そ れ ぞ れ 軸 貫 通 ホ

ー ル １ ２ １ ａ ， １ ２ ２ ａ が 形 成 さ れ 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １

２ ２ の 軸 貫 通 ホ ー ル １ ２ １ ａ ， １ ２ ２ ａ を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 軸 １ ２ ０ Ａ Ｘ が 挿

入 さ れ る 。 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 軸 １ ２ ０ Ａ Ｘ を 中 心 、 に 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２

１ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ が 回 転 す る こ と に な る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 一 方 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ の そ れ ぞ れ の 軸 貫 通 ホ ー

ル １ ２ １ ａ ， １ ２ ２ ａ の 一 側 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル １ ２ １ ｂ ， １ ２ ２ ｂ が 形 成 さ れ

、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ の ガ イ ド ホ ー ル １ ２ １ ｂ ， １ ２

２ ｂ を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ が 挿 入 さ れ る 。 か よ う な ア ク チ

ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ に は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ actuation wire）

１ ３ ３ Ｗ が 結 合 さ れ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ actuation wire） １ ３ ３ Ｗ が Ｘ 軸 に 沿

っ て 直 線 往 復 運 動 を 行 え ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ

が 、 ガ イ ド ホ ー ル １ ２ １ ｂ ， １ ２ ２ ｂ に 沿 っ て 往 復 運 動 を 行 い 、 そ れ に よ っ て 、 第 １ ジ ョ

ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 軸 １ ２ ０ Ａ Ｘ を 中

心 に 回 転 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 す な わ ち 、 ２ つ の ジ ョ ー が 、

同 時 に す ぼ ん だ り 同 時 に 開 か れ た り す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 は 、 １ つ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン ワ イ ヤ の 前 進 動 作 ま た は 後 進 動 作 に よ っ て 行 わ れ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 こ の よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ の エ ン ド ツ ー

ル １ ２ ０ は 、 ピ ッ チ 動 作 の た め の ワ イ ヤ と 、 ヨ ー 動 作 の た め の ワ イ ヤ と 、 ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 動 作 の た め の ワ イ ヤ と が そ れ ぞ れ 別 途 に 形 成 さ れ 、 い ず れ か 一 動 作 が 他 の 動 作 に 影 響

を 及 ぼ さ な い よ う に 形 成 さ れ る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ま ず 、 本 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 図 ４ 、 図 ８ 及 び 図 ９ を 共 に 参 照 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ヨ ー 動 作 の た め の ヨ ー ワ

イ ヤ （ yaw wire） １ ３ ２ Ｗ は 、 操 作 部 １ １ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０

の 関 節 部 材 １ ２ ５ と を 連 結 す る 。 従 っ て 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ が 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ を 中

心 に 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 す れ ば 、 操 作 部 １ １ ０ の 方 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ は 、 図 ４ の 矢

印 方 向 に 全 体 的 に 移 動 し 、 従 っ て 、 そ れ と 連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 の ヨ ー ワ イ ヤ

１ ３ ２ Ｗ は 、 図 ８ で 見 た と き 、 左 側 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ は 、 操 作 部 側 か ら エ ン ド ツ ー ル

側 に 押 さ れ 、 右 側 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ は 、 引 っ 張 ら れ 、 図 ９ の 矢 印 Ｙ １ 方 向 に 移 動 し 、

従 っ て 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と 連 結 さ れ る 関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た 第 １ ジ

ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ が 関 節 部 材 １ ２ ５ を 中 心 に 、 図 ９ の 矢 印

Ｙ 方 向 に 回 転 し 、 ヨ ー 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ を 、 ヨ

ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ を 中 心 に 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５

、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ も 、 そ れ

と 同 一 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 作 動 方 向 と が 直

観 的 に 一 致 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

10

20

30

40

50



(26) JP  2020-62377  A   2020.4.23

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 前 述 の ヨ ー 動 作 と 同 様 に 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 動 作 の た め の ピ ッ チ ワ イ ヤ （ pi

tch wire） １ ３ １ Ｗ は 、 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ２ ） の ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ （ 図 ２ ） 、 及 び エ ン

ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５ を 連 結 す る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ （ 図 ２ ） が 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （ 図 ２ ） を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ワ イ ヤ １

３ １ Ｗ が 移 動 し 、 従 っ て 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と 連 結 さ れ る 関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び そ れ

と 連 結 さ れ た 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ が 、 関 節 部 材 １ ２ ５

を 中 心 に 回 転 し 、 ピ ッ チ 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ （

図 ２ ） を 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （ 図 ２ ） を 中 心 に 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー

ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ

ョ ー （ jaw） １ ２ ２ も 、 そ れ と 同 一 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ

ー ル １ ２ ０ の 作 動 方 向 と が 直 観 的 に 一 致 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 図 ５ 及 び 図 ８ を 共 に 参 照 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 の た め

の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ actuation wire） １ ３ ３ Ｗ は 、 操 作 部 １ １ ０ の ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ 、 及 び エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３

Ｗ Ｇ を 連 結 す る 。 従 っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ １ ３ が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動

軸 １ １ ３ １ を 中 心 に 、 図 ５ の 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 す れ ば 、 そ れ と 順 に 連 結 さ れ た 第 １ ア ク チ

ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ 及 び 第 ３ ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ が 、 そ れ ぞ れ 移 動 す る こ と に な る 。 そ の と き 、 第 ３ ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ に は 、 ピ ボ ッ ト ポ イ ン ト １ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ が 形 成 さ れ 、 第 ３

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の 回 転 の 中 心 点 役 割 を 行 う 。 そ し て 、 こ の よ う に 、

第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ が 、 ピ ボ ッ ト ポ イ ン ト １ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ を 中 心 に 回

転 す れ ば 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が 、 図 ５

の 矢 印 Ｃ 方 向 に 直 線 運 動 を 行 い 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ が

、 図 ７ Ａ の よ う な 状 態 で 、 図 １ ０ の 矢 印 Ａ 方 向 に 直 線 運 動 を 行 う 。 従 っ て 、 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ が 、 ガ イ ド

ホ ー ル １ ２ １ ｂ ， １ ２ ２ ｂ に 沿 っ て 移 動 し な が ら 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ

ョ ー （ jaw） １ ２ ２ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 軸 １ ２ ０ Ａ Ｘ を 中 心 に 回 転 し 、 第 １ ジ ョ ー （ j

aw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ ２ が 互 い に す ぼ む ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ

れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ７ ９ 】

　 か よ う な エ ン ド ツ ー ル の 適 用 可 能 な 多 様 な 変 形 例 に つ い て は 、 図 ３ ３ な い し 図 ３ ６ で 後

述 す る 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 （ 第 １ 実 施 形 態 の 全 体 動 作 ）

　 以 下 で は 、 前 述 の と こ ろ を 参 照 し 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト １ ０ ０ の ピ ッ チ （ pitch） 動 作 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 及 び ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン （ actuation

） 動 作 の 全 体 的 な 構 成 を 整 理 す る 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 ま ず 、 ピ ッ チ （ pitch） 動 作 は 、 次 の 通 り で あ る 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 前 述 の よ う に 、 ユ ー ザ が 、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １

１ ２ を 手 に し て い る 状 態 で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ を 中 心 に 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １

２ を 図 ４ の 矢 印 Ｐ （ pitch） 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ と 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ

（ pitch wire） １ ３ １ Ｗ を 介 し て 連 結 さ れ て い る 関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び 関 節 部 材 と 連 結 さ

れ て い る ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ が Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 ピ ッ チ 動 作 が 行 わ れ る の

で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ を ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ を 中 心 に 一 方 向 に
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回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た ジ ョ ー （ ja

w） １ ２ １ ， １ ２ ２ も 、 そ れ と 同 一 方 向 に 回 転 し 、 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ

ー ル １ ２ ０ の 作 動 方 向 と が 直 観 的 に 一 致 す る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ４ 】

　 ユ ー ザ が ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ に 人 差 し 指 を 挟 ん だ 状 態 で 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ を 、 図 ４

の 矢 印 Ｙ 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ が ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ を 中 心 に 回 転 し

、 か よ う な 回 転 力 が 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ と 、 ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ を 介 し て 連 結 さ れ て い る

関 節 部 材 １ ２ ５ 、 及 び 関 節 部 材 と 連 結 さ れ て い る ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ を Ｚ 軸 を

中 心 に 回 転 さ せ る こ と に よ り 、 ヨ ー 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 言 い 換 え れ ば 、 ヨ ー 操 作 部

１ １ ２ を ヨ ー 駆 動 軸 １ １ ２ １ を 中 心 に 一 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節

部 材 １ ２ ５ 、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ ， １ ２ ２ も 、 そ れ と 同 一 方 向 に

回 転 し 、 操 作 部 １ １ ０ の 操 作 方 向 と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 作 動 方 向 と が 直 観 的 に 一 致 す

る こ と に な る の で あ る 。

【 ０ ０ ８ ５ 】

　 次 に 、 本 実 施 形 態 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ６ 】

　 ユ ー ザ が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ に 親 指 を 挟 ん だ 状 態 で 、 ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ を 図 ５ の 矢 印 Ａ 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １

３ ２ が ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ を 中 心 に 回 転 し 、 従 っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

駆 動 軸 １ １ ３ １ と 連 結 さ れ た 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ が 、 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 駆 動 軸 １ １ ３ １ と 共 に 回 転 し 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ １ と 連 結 さ

れ た 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ が 、 図 ５ の 矢 印 Ｂ 方 向 に 下 降 す る 。 そ し て

、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ２ が 、 図 ５ の 矢 印 Ｂ 方 向 に 下 降 す れ ば 、 そ れ と

連 結 さ れ た 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ は 、 ピ ボ ッ ト ポ イ ン ト １ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ

に 沿 っ て 反 時 計 回 り 方 向 に 回 転 し 、 従 っ て 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の

ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の ガ イ ド 溝 １ １ １ ２ ｈ に 従 っ て 、

図 ５ の 矢 印 Ｃ 方 向 に Ｘ 軸 に 沿 っ て 直 線 運 動 を 行 う こ と に な る 。 従 っ て 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン リ ン ク １ ３ ３ Ｌ ３ の ガ イ ド 突 起 １ ３ ３ Ｌ ３ ｅ に 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ

ヤ １ ３ ３ Ｗ も 、 共 に 矢 印 Ｃ 方 向 に Ｘ 軸 に 沿 っ て 直 線 運 動 を 行 い 、 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン ワ イ ヤ １ ３ ３ Ｗ は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ （ 図 ７ ） の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １

３ ３ Ｗ Ｇ （ 図 ７ ） を 直 線 運 動 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ

ー （ jaw） １ ２ ２ が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し な が ら ジ ョ ー （ jaw） が つ ぼ む ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 反 対 に 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ １ ３ ２ を 、 図 ５ の 矢

印 Ａ の 反 対 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 結 果 的 に 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー （ j

aw） １ ２ ２ が 、 前 記 と 反 対 方 向 に 回 転 し な が ら ジ ョ ー （ jaw） が 開 く ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ８ ７ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 の 概 念 区 分

＞

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 、 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト を 記 述

す る に 先 立 ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３

実 施 形 態 を 特 徴 づ け る 基 準 に つ い て 簡 略 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ８ ８ 】

　 図 １ １ Ａ 、 図 １ １ Ｂ 及 び 図 １ １ Ｃ は 、 そ れ ぞ れ 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １

実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 を 概 略 的 に 示 す 図 面 で あ り 、 図 １

１ Ｄ は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形

態 の ヨ ー 動 作 を 概 略 的 に 示 す 図 面 で あ る 。

【 ０ ０ ８ ９ 】
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　 ま ず 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 の ヨ ー 動 作 に つ い て 説 明

す る 。

【 ０ ０ ９ ０ 】

　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 は 、 共 通 し て ヨ ー 動 作 を 人 差 し

指 を 利 用 し て 行 う 。 す な わ ち 、 図 １ １ Ｄ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態

、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 人 差 し 指 で ヨ ー 動 作 を 行 う た め に 、 自 然 に

ピ ボ ッ ト ポ イ ン ト が 動 く 部 分 の 後 に 位 置 し 、 従 っ て 、 ユ ー ザ が 操 作 部 を 操 作 す る 方 向 と 、

エ ン ド ツ ー ル の 実 際 作 動 方 向 と が 互 い に 直 観 的 に 一 致 さ せ る 効 果 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ９ １ 】

　 次 に 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 に つ い て 説

明 す る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第

３ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 の 中 心 軸 と 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方

向 の 仮 想 の 中 心 軸 と の 位 置 関 係 に お い て 、 特 徴 を も っ て 区 分 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ２ 】

　 こ こ で 、 「 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 の 中 心 軸 Ｘ ２ 」 と は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 が 屈

曲 さ れ て い な い 状 態 で の Ｘ 軸 方 向 に お け る 大 体 の 中 心 地 点 と 垂 直 に 出 合 う Ｚ 軸 方 向 の 仮 想

の 軸 、 あ る い は ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｙ 軸 方 向 の 仮 想 回 転 中 心 軸 を 含 む Ｙ Ｚ 平 面 上 に お い て 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｙ 軸 方 向 の 仮 想 回 転 中 心 軸 と 垂 直 で あ る 軸 を 意 味 す る 。 以 下 で は 、 か よ

う な 軸 を 「 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 」 と 記 述 す る 。

【 ０ ０ ９ ３ 】

　 図 １ １ Ａ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ

チ 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り エ

ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １

０ ０ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １

１ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る の で あ る 。 そ の 場 合

、 ピ ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を 取 っ た 手 、 ま た は

取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ 関 節 ポ イ ン ト よ り 前 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル 側 ） に 位 置 し 、 従 っ

て 、 図 １ １ Ａ の よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 部 位 に 関 節 の 回 転 中 心 が 置 か れ 、 ユ ー ザ の 手 部 分 が

回 転 す る こ と に な る の で 、 操 作 が 直 観 的 で あ っ て 楽 で あ る と い う 長 所 が あ る 。 す な わ ち 、

実 際 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が 回 転 す る よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 が 基 準 に な っ て 、 前 方 に 位 置 し

た 手 を 動 か し て エ ン ド ツ ー ル を 操 作 す る こ と が で き 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 操

作 が 直 観 的 に 一 致 す る 。

【 ０ ０ ９ ４ 】

　 図 １ １ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ

チ 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と が 同

一 線 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ の ピ ッ

チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方

向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る の で あ る 。 そ の 場 合 、 ピ

ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を 取 っ た 手 、 ま た は 取 っ

手 ） が ピ ッ チ 関 節 ポ イ ン ト 上 に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ １ Ｂ の よ う に 、 ユ ー ザ が ピ ッ チ 駆 動

取 っ 手 ２ １ １ ２ を 取 る 部 位 に 関 節 の 回 転 中 心 が 置 か れ る の で あ る 。

【 ０ ０ ９ ５ 】

　 図 １ １ Ｃ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ

チ 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り エ

ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３

０ ０ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １

１ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る の で あ る 。 そ の 場

合 、 ピ ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を 取 っ た 手 、 ま た

は 取 っ 手 ） が ピ ッ チ 関 節 ポ イ ン ト よ り 後 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル の 反 対 側 ） に 位 置 す

る こ と に な る 。
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【 ０ ０ ９ ６ 】

　 前 述 の 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 、 第 ２ 実 施 形 態 及 び 第 ３ 実 施 形

態 に お い て 共 通 す る 点 は 、 少 な く と も ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お

い て は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り

エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る と い う 点 で あ る 。

【 ０ ０ ９ ７ 】

　 例 え ば 、 図 １ １ Ａ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ 実 施 形 態 に お い

て は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ 自 体 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １

１ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ て い る が 、

ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ の ほ と ん ど 全 て の 動 作 状 態 に お い て 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ が 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に 近 く 形 成

さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ８ 】

　 一 方 、 図 １ １ Ｂ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ と 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １

の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ 操 作 部 ２ １ １ が 、

図 １ １ Ｂ の よ う な 状 態 で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ を 中 心 に 前 方 へ 少 し で も 回 転 す れ ば 、

ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り

エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ ０ ９ ９ 】

　 一 方 、 図 １ １ Ｃ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １

の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ て い る 。 従 っ て 、 図 １ １

Ｃ の よ う な 状 態 で は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中

心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ に 遠 く 位 置 し て い る 。 し か し 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う た め に

、 ピ ッ チ 操 作 部 ３ １ １ を 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ を 中 心 に 前 方 へ 一 定 角 度 以 上 回 転 さ せ

れ ば 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の 一 部 分 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想

中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ０ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ 操 作 部 １ １ １ ， ２ １ １ ， ３ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状

態 に お い て は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ ， ２ １ １ ２ ， ３ １ １ ２ が ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １

１ ， ２ １ １ １ ， ３ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ ， ２ ２ ０ ，

３ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ ー ザ の 手 首 関 節 よ り そ の 先 側 に

位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存

の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ て 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き く 動 か な け れ ば な ら な い 状

況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的 な 操 作 が 困 難 に な る 。 し か

し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 前 述 の 特 性 に よ っ て 既 存 の 器 具 と は 異 な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦

の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効 果 を 得 る こ と が で き る の

で あ る 。

【 ０ １ ０ １ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ １ ｂ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ 、 手 術

用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 同 一 線 上 に 形 成 さ れ る と い う 点 で

、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 こ の よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す

る 。

【 ０ １ ０ ２ 】

　 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ を 示
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す 図 面 で あ る 。 図 １ ２ 及 び 図 １ ３ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ は 、 操 作 部 ２ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 ２ ３ ０ 及 び 連 結

部 ２ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ３ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ の 操 作 部 ２ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 を

制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 ２ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 ２

１ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操

作 部 ２ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ０ ４ 】

　 ピ ッ チ 操 作 部 ２ １ １ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ 及 び ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ を 含 む

。 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取

っ 手 ２ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ と 共 に 回

転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る

。

【 ０ １ ０ ５ 】

　 一 方 、 ヨ ー 操 作 部 ２ １ ２ と ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ２ １ ３ は 、 ピ ッ チ 操 作 部 ２ １ １ の

ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ の 一 端 部 上 に 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ １ ０ ６ 】

　 ヨ ー 操 作 部 ２ １ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 軸 ２ １ ２ １ 及 び ヨ ー 駆 動 部 ２ １ ２ ２ を 含 む 。 こ こ で 、 ヨ

ー 駆 動 部 ２ １ ２ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 軸 ２ １ ２ １ と 連 結 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 軸 ２ １ ２ １ と 共 に 回 転 す

る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ヨ ー 駆 動 部 ２ １ ２ ２ に 人 差 し 指 を 挟 ん だ 状 態 で

、 ヨ ー 駆 動 部 ２ １ ２ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 ヨ ー 駆 動 部 ２ １ ２ ２ と 連 結 さ れ た ヨ ー 駆 動 軸 ２ １

２ １ が 共 に 回 転 し 、 か よ う な 回 転 力 が 、 動 力 伝 達 部 ２ ３ ０ を 介 し て 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０

に 伝 達 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ の ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） ２ ２ １ ， ２ ２ ２ が ヨ ー 駆 動 軸 ２

１ ２ １ の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 す る の で あ る 。 そ の た め に 、 ヨ ー 駆 動 軸 ２ １ ２ １ に は

、 プ ー リ ー ２ １ ２ １ ａ が 形 成 さ れ る 。 そ し て 、 プ ー リ ー ２ １ ２ １ ａ に は 、 ヨ ー ワ イ ヤ ２ ３

２ Ｗ が 連 結 さ れ る 。 か よ う な ヨ ー ワ イ ヤ ２ ３ ２ Ｗ は 、 エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ と 連 結 さ れ 、 エ

ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ を 回 転 さ せ る 。

【 ０ １ ０ ７ 】

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ２ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ２ １ ３ １ 及 び ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ２ １ ３ ２ を 含 む 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ２ １ ３ １ の 一 端 部 に

は 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク （ 図 示 せ ず ） が 連 結 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ

ン ク （ 図 示 せ ず ） の 一 端 部 に は 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ２ ３ ３ Ｌ ２ が 連 結 さ れ 、

第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ２ ３ ３ Ｌ ２ の 一 端 部 に は 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク

２ ３ ３ Ｌ ３ が 連 結 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ２ ３ ３ Ｌ ３ に は 、 ピ

ボ ッ ト ポ イ ン ト ２ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ が 形 成 さ れ 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ２ ３ ３ Ｌ ３ の 移

動 の 中 心 点 役 割 を 行 う 。 一 方 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ２ ３ ３ Ｌ ３ の 一 端 部 に は 、

ガ イ ド 突 起 ２ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ に は 、 ガ イ ド 溝 ２ １ １ ２

ｈ が 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ０ ８ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ２ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ２

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） （ 図 示 せ ず ） 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ２ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ ja

w base） ２ ２ ３ 、 関 節 部 材 ２ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ２ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ （ pitch

wire） （ 図 示 せ ず ） 、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ （ yaw wire） ２ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

ワ イ ヤ （ actuation wire） ２ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ０ ９ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の

Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と が 同 一 線 上 に 形 成 さ
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れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ２ ０ ０ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２

１ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸

Ｘ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る の で あ る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ 操 作 部 ２ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状

態 に お い て は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ

２ よ り エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト の 第 ２ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ と 、 ピ ッ チ

駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ

操 作 部 ２ １ １ が 、 図 １ ２ の よ う な 状 態 で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ を 中 心 に 少 し で も 回 転

す れ ば 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ２ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ２ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸

Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ １ ０ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ １ ｃ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ 、 手 術

用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ の ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、

ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ

る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 ま た 、 ヨ ー 操 作 部 ３ １ ２ も 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態

に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ て 異 な る 。 こ の よ う に 、 第 １ 実 施 形

態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ １ １ １ 】

　 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ は 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ を 示

す 図 面 で あ る 。 図 １ ４ 及 び 図 １ ５ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ は 、 操 作 部 ３ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 ３ ３ ０ 及 び 連 結

部 ３ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ １ ２ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ の 操 作 部 ３ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 を

制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 ３ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 ３

１ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操

作 部 ３ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ １ ３ 】

　 ピ ッ チ 操 作 部 ３ １ １ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ 及 び ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ を 含 む

。 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取

っ 手 ３ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ と 共 に 回

転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る

。

【 ０ １ １ ４ 】

　 一 方 、 ヨ ー 操 作 部 ３ １ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ 及 び ヨ ー 駆 動 部 ３ １ ２ ２ を 含 む 。 こ

こ で 、 ヨ ー 駆 動 部 ３ １ ２ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ と 連 結 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １

と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ が 、 ヨ ー 駆 動 部 ３ １ ２ ２ に 人 差 し 指 を

挟 ん だ 状 態 で 、 ヨ ー 駆 動 部 ３ １ ２ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 ヨ ー 駆 動 部 ３ １ ２ ２ と 連 結 さ れ た ヨ

ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ が 共 に 回 転 し 、 か よ う な 回 転 力 が 、 動 力 伝 達 部 ３ ３ ０ を 介 し て 、 エ ン

ド ツ ー ル ３ ２ ０ に 伝 達 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ の ２ つ の ジ ョ ー （ jaw） が 、 ヨ ー 駆 動 関

節 ３ １ ２ １ の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 左 右 に 回 転 す る の で あ る 。

【 ０ １ １ ５ 】

　 す な わ ち 、 第 ３ 実 施 形 態 に お い て は 、 ヨ ー 操 作 部 ３ １ ２ と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 が 使 用

さ れ 、 そ れ は 、 ヨ ー 操 作 に よ る 回 転 を 与 え る と い う 点 に お い て 、 前 述 の 実 施 形 態 の ヨ ー 操

作 部 と 同 一 目 的 を 有 す る 均 等 な 構 成 要 素 と し て 、 か よ う な 目 的 の た め に 、 本 実 施 形 態 の 屈

曲 型 関 節 部 材 外 に も 、 多 様 な 構 成 が 適 用 可 能 で あ る 。 本 実 施 形 態 に お い て は 、 ヨ ー 操 作 部
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３ １ ２ は 、 中 空 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 外 周 面 に は 、 多 数 個 の 溝 ３ １ ２ １ ａ が 一 方 向 （ Ｘ

軸 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 屈 曲 自 在 に 形 成 さ れ る 。 そ の と き 、 そ れ ぞ れ の 溝 ３ １ ２ １ ａ

の 中 間 に は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ の 屈 曲 方 向 を 決 定 す る た め の リ ブ ３ １ ２ １ ｂ が 形 成 さ

れ る 。 す な わ ち 、 リ ブ ３ １ ２ １ ｂ が 形 成 さ れ た 位 置 に お い て は 、 屈 曲 が 行 わ れ ず 、 リ ブ ３

１ ２ １ ｂ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 で 屈 曲 が 行 わ れ る 。 す な わ ち 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ の

上 下 面 に 沿 っ て 、 リ ブ ３ １ ２ １ ｂ が 形 成 さ れ て い る が 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ は 、 リ ブ ３

１ ２ １ ｂ が 形 成 さ れ て い な い 左 右 方 向 に 屈 曲 さ れ る 。 従 っ て 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ に は

、 実 際 の 回 転 軸 が 存 在 し な い が 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回 転 す る と 想 定 す る こ と が で き る で

あ ろ う 。 従 っ て 、 ヨ ー 駆 動 関 節 ３ １ ２ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動

の 回 転 中 心 に な る の で あ る 。

【 ０ １ １ ６ 】

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ３ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ３ １ ３ １ 及 び ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ３ １ ３ ２ を 含 む 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ３ １ ３ １ の 一 端 部 に

は 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ １ が 連 結 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン

ク ３ ３ ３ Ｌ １ の 一 端 部 に は 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ ２ が 連 結 さ れ 、 第 ２

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ ２ の 一 端 部 に は 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３

３ Ｌ ３ が 連 結 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ ３ に は 、 ピ ボ ッ

ト ポ イ ン ト ３ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ が 形 成 さ れ 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ ３ の 移 動 の

中 心 点 役 割 を 行 う 。 一 方 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ３ ３ ３ Ｌ ３ の 一 端 部 に は 、 ガ イ

ド 突 起 ３ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ に は 、 ガ イ ド 溝 （ 図 示 せ ず ）

が 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ １ ７ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ３ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ３

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） （ 図 示 せ ず ） 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ３ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ ja

w base） ３ ２ ３ 、 関 節 部 材 ３ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ３ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ３ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ （ pitch

wire） ３ ３ １ Ｗ 、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ （ yaw wire） ３ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ

ヤ （ actuation wire） （ 図 示 せ ず ） を 含 む 。

【 ０ １ １ ８ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の

Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り エ ン ド ツ ー ル か ら

遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ３ ０ ０ の ピ ッ チ 駆

動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の

仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る の で あ る 。

【 ０ １ １ ９ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ 操 作 部

３ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ 駆 動

関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、

本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ３ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ が 、 ピ ッ

チ 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ３ ２ ０ に 遠 く 位 置 し て い る 。 し

か し 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う た め に 、 ピ ッ チ 操 作 部 ３ １ １ を ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １ １ １ を 中 心 に

一 定 角 度 以 上 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 ３ １ １ ２ の 一 部 分 が 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 ３ １

１ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ２ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ２ ０ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ４ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ １ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ 、 操 作

部 ４ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ を
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具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ 、 そ し て 、 そ の

と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ が 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の 延 長 線 上 よ り 上 側 に 形 成 さ れ

る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 そ れ に よ っ て 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ を 、 ユ ー ザ の 手 首 で は な い 指 で 操

作 す る こ と に な る 。 こ の よ う に 、 第 １ 実 施 形 態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ １ ２ １ 】

　 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ は 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ を 示

す 図 面 で あ る 。 図 １ ６ 及 び 図 １ ７ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ４ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ は 、 操 作 部 ４ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 ４ ３ ０ 及 び 連 結

部 ４ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ２ ２ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ の 操 作 部 ４ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ４ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ２ ３ 】

　 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 部

４ １ １ ２ と を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 を 中 心 に 回

転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 部 ４ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ と 連

結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。

【 ０ １ ２ ４ 】

　 屈 曲 型 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 中 空 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 外

周 面 に は 、 多 数 個 の 溝 ４ １ １ １ ａ が 一 方 向 （ Ｘ 軸 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 屈 曲 自 在 に 形

成 さ れ る 。 そ の と き 、 そ れ ぞ れ の 溝 ４ １ １ １ ａ の 中 間 に は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １

１ の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の リ ブ ４ １ １ １ Ｐ ， ４ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、

リ ブ ４ １ １ １ Ｐ ， ４ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ た 位 置 に お い て は 、 屈 曲 が 良 好 に 行 わ れ ず 、 リ ブ

４ １ １ １ Ｐ ， ４ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 に お い て 、 主 に 屈 曲 が 行 わ れ る 。

【 ０ １ ２ ５ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ に は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の 第 １

方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ ち 、 ピ ッ チ 運 動 ） を ガ イ ド す る 第 １ リ ブ ４ １ １ １ Ｐ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の 第 ２ 方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ ち 、 ヨ ー 運 動 ） を ガ イ ド す る 第 ２ リ ブ ４

１ １ １ Ｙ と が 形 成 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ２ リ ブ ４ １ １ １ Ｙ は 、 第 １ リ ブ ４ １ １ １ Ｐ に 対 し

て 、 一 定 程 度 オ フ セ ッ ト （ offset） さ れ て 形 成 さ れ る 。 ま た 、 偶 数 番 目 の 溝 ４ １ １ １ ａ に

は 、 第 １ リ ブ ４ １ １ １ Ｐ が 形 成 さ れ 、 奇 数 番 目 の 溝 ４ １ １ １ ａ に は 、 第 ２ リ ブ ４ １ １ １ Ｙ

が 形 成 さ れ る 方 式 で 、 第 １ リ ブ ４ １ １ １ Ｐ 及 び 第 ２ リ ブ ４ １ １ １ Ｙ が 互 い に 交 互 に 形 成 さ

れ る 。

【 ０ １ ２ ６ 】

　 す な わ ち 、 図 １ ７ で 見 た と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の 両 横 面 に 沿 っ て 、 第 １

リ ブ ４ １ １ １ Ｐ が 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 上 下 方 向 に 屈 曲

さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ に は 、 実 際 の 回 転 軸 が 存 在 し な い が 、 図

１ ７ の Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 す る と 想 定 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る の で あ る 。

【 ０ １ ２ ７ 】

　 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の 上 下 面 に 沿 っ て 、 第 ２ リ ブ ４ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ

れ て い る が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は 、 左 右 方 向 に 屈 曲 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ に は 、 実 際 の 回 転 軸 が 存 在 し な い が 、 図 １ ７ の Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 す る と 想 定 す る こ と が で き る で あ ろ う 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ は

、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る の で あ る 。

【 ０ １ ２ ８ 】

　 こ こ で 、 第 １ リ ブ ４ １ １ １ Ｐ 及 び 第 ２ リ ブ ４ １ １ １ Ｙ は 、 必 ず し も ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関
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節 ４ １ １ １ の 垂 直 平 面 上 ま た は 水 平 平 面 上 に 形 成 さ れ な け れ ば な ら な い の で は な く 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の 垂 直 平 面 ま た は 水 平 平 面 か ら 一 定 程 度 オ フ セ ッ ト さ れ る よ う

に 形 成 さ れ も す る 。

【 ０ １ ２ ９ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 部 ４ １ １ ２ 側 端 部 に は 、 ピ ッ

チ ワ イ ヤ ４ ３ １ Ｗ と ヨ ー ワ イ ヤ ４ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 部 ４ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １

が 回 転 し 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ４ １ １ １ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ ４ ３ １ Ｗ ま た は

ヨ ー ワ イ ヤ ４ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し 、 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と

連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ １ ３ ０ 】

　 そ れ に つ い て 異 な っ て 説 明 す れ ば 、 エ ン ド ツ ー ル も 、 ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 の 回 転 中

心 （ す な わ ち 、 関 節 部 材 ） が 、 エ ン ド ツ ー ル （ 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー ） の 後 ろ 側 に 形

成 さ れ 、 操 作 部 も 、 ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 （ す な わ ち 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関

節 ） が 操 作 部 （ ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 部 ） の 後 ろ 側 に 形 成 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル と 操 作 部 は 、 い

ず れ も そ の 後 ろ 側 に 形 成 さ れ た 回 転 中 心 を 基 準 に 動 く た め に 、 構 造 上 直 観 的 に 動 作 が 互 い

に 一 致 す る と い え る の で あ る 。

【 ０ １ ３ １ 】

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ４ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ４ １ ３ １ 及 び ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ４ １ ３ ２ を 含 む 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ４ １ ３ １ の 一 端 部 に

は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ４ ３ ３ Ｗ が 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ

ヤ ４ ３ ３ Ｗ の 他 端 部 は 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ

（ 図 ８ ） に 連 結 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ２ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ４ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ４

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） （ 図 示 せ ず ） 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ４ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ ja

w base） ４ ２ ３ 、 関 節 部 材 ４ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ４ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ４ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ４ ３ １ Ｗ

、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ４ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ４ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ３ ３ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ４ 実 施 形 態 の 場 合 、 前 述 の よ う に 、 １ ）

操 作 部 ４ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １

１ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ

し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ４ １ １ が 、 エ ン ド ツ ー ル ４ ２ ０ の 延 長 線 上 よ り 上 側

に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ １ ３ ４ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実 施 形 態 、 第 ７ 実 施 形 態 の 概 念 区 分 ＞

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実 施 形 態 、 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト

ル メ ン ト を 記 述 す る に 先 立 ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実

施 形 態 、 第 ７ 実 施 形 態 を 特 徴 づ け る 基 準 に つ い て 簡 略 に 説 明 す る 。

【 ０ １ ３ ５ 】

　 図 １ ８ Ａ は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ

り 、 図 １ ８ Ｂ は 、 ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １ ８ Ｃ は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

の 第 ６ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １ ８ Ｄ は 、 ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １ ８

Ｅ は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 の ピ ッ チ 動 作 概 念 図 で あ り 、 図 １

８ Ｆ は 、 ヨ ー 動 作 概 念 図 で あ る 。

【 ０ １ ３ ６ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実 施 形 態 、 第 ７ 実 施 形

態 は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ 軸
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方 向 の 仮 想 中 心 軸 と の 位 置 関 係 に お い て 、 特 徴 を も っ て 区 分 さ れ る 。

【 ０ １ ３ ７ 】

　 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態

の 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ

軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心

軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル

側 に 近 く 形 成 さ れ る の で あ る 。

【 ０ １ ３ ８ 】

　 そ の 場 合 、 ピ ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を

取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト よ り 前 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー

ル 側 ） に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ ８ Ａ の よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 部 位 に 関 節 の 回 転 中 心 が 置 か

れ 、 ユ ー ザ の 手 部 分 が 回 転 す る こ と に な る の で 、 操 作 が 直 観 的 で あ っ て 楽 で あ る と い う 長

所 が あ る 。 す な わ ち 、 実 際 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ が 回 転 す る よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 が 基 準 に

な り 、 前 方 に 位 置 し た 手 を 動 か し て エ ン ド ツ ー ル を 操 作 す る こ と が で き 、 手 術 用 イ ン ス ト

ル メ ン ト の ピ ッ チ 操 作 が 直 観 的 に 一 致 す る 。

【 ０ １ ３ ９ 】

　 ま た 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ

を 取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト よ り 前 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド

ツ ー ル 側 ） に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ ８ Ｂ の よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 部 位 に 関 節 の 回 転 中 心 が

置 か れ 、 ユ ー ザ の 手 部 分 が 回 転 す る こ と に な る の で 、 操 作 が 直 観 的 で あ っ て 楽 で あ る と い

う 長 所 が あ る 。 す な わ ち 、 実 際 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ が 回 転 す る よ う に 、 ユ ー ザ の 手 首 が 基

準 に な っ て 前 方 に 位 置 し た 手 を 動 か し て エ ン ド ツ ー ル を 操 作 す る こ と が で き 、 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 が 直 観 的 に 一 致 す る 。 か よ う な 構 成 は 、 後 述 す る 第 ８ 実 施 形 態 に

も 同 一 に 適 用 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ０ 】

　 図 １ ８ Ｃ 及 び 図 １ ８ Ｄ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態

の 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ

軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 同 一 距

離 に 形 成 さ れ る の で あ る 。

【 ０ １ ４ １ 】

　 そ の 場 合 、 ピ ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を

取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト 上 に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ ８ Ｃ

の よ う に 、 ユ ー ザ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ を 取 る 部 位 に 、 関 節 の 回 転 中 心 が

置 か れ る の で あ る 。

【 ０ １ ４ ２ 】

　 ま た 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ

を 取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト 上 に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ ８

Ｄ の よ う に 、 ユ ー ザ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ を 取 る 部 位 に 、 関 節 の 回 転 中 心

が 置 か れ る の で あ る 。 従 っ て 、 か よ う な 場 合 に は 、 手 の 先 部 分 と 後 部 分 と が い ず れ も 動 く

よ う に な る 。 か よ う な 構 成 は 、 後 述 す る 第 ９ 実 施 形 態 に も 同 一 に 適 用 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ３ 】

　 図 １ ８ Ｅ 及 び 図 １ ８ Ｆ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態

の 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ

軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心

軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル

か ら 遠 く 形 成 さ れ る の で あ る 。
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【 ０ １ ４ ４ 】

　 そ の 場 合 、 ピ ッ チ 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ を

取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト よ り 後 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド ツ

ー ル の 反 対 側 ） に 位 置 す る 。

【 ０ １ ４ ５ 】

　 ま た 、 ヨ ー （ yaw） 動 作 の た め に 動 く ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ （ ま た は 、 そ れ

を 取 っ た 手 、 ま た は 取 っ 手 ） が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 ポ イ ン ト よ り 後 方 （ す な わ ち 、 エ ン ド

ツ ー ル の 反 対 側 ） に 位 置 し 、 従 っ て 、 図 １ ８ Ｅ の よ う に 、 ユ ー ザ の 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、

そ れ を 基 準 に 、 腕 の 後 ろ 部 分 （ 手 首 な ど ） が 動 く よ う に な る 。

【 ０ １ ４ ６ 】

　 前 述 の 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 、 第 ６ 実 施 形 態 、 第 ７ 実 施 形 態

に お い て 共 通 す る 点 は 、 少 な く と も 、 ピ ッ チ 操 作 部 の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ

ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る と い う 点 で あ る 。

【 ０ １ ４ ７ 】

　 例 え ば 、 図 １ ８ Ａ 及 び 図 １ ８ Ｂ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実

施 形 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ 自 体 が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 側

に 近 く 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ の ほ と ん ど 全 て の 動 作 状 態 に お い て

、 ピ ッ チ 駆 動 ／ ヨ ー 取 っ 手 ５ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想

中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ４ ８ 】

　 一 方 、 図 １ ８ Ｃ 及 び 図 １ ８ Ｄ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施

形 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ と 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ て い る が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ６ １ １ が 、 図 １ ８ Ｃ の よ う な 状 態 で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １

１ を 中 心 に 前 方 へ 少 し で も 回 転 す れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ

る 。

【 ０ １ ４ ９ 】

　 一 方 、 図 １ ８ Ｅ 及 び 図 １ ８ Ｆ に 図 示 さ れ た 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施

形 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ

れ て い る 。 従 っ て 、 図 １ ８ Ｅ の よ う な 状 態 で は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ が 、 ピ

ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ に 遠 く 位 置 し て

い る 。 し か し 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う た め に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ７ １ １ を 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆

動 関 節 ７ １ １ １ を 中 心 に 前 方 へ 一 定 角 度 以 上 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １

１ ２ の 一 部 分 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド

ツ ー ル ７ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ５ ０ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ ， ６ １ １ ， ７ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の

動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ ， ６ １ １ ２ ， ７ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ ， ６ １ １ １ ， ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ

ー ル ５ ２ ０ ， ６ ２ ０ ， ７ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ ー ザ の 手

首 関 節 よ り そ の 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な い し

図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き く 動

か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的 な 操

作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 発 明 の 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は

異 な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る

効 果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。
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【 ０ １ ５ １ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ２ ａ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ 、 操 作

部 ５ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ を

具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ 、 そ し て 、 そ の

と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ が 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ る と い う

点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

５ ０ ０ は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向

の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ

ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 こ の よ う に 、 第

１ 実 施 形 態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ １ ５ ２ 】

　 図 １ ９ Ａ 及 び 図 １ ９ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０

を 示 す 図 面 で あ る 。 図 １ ９ Ａ 及 び 図 １ ９ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ は 、 操 作 部 ５ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 ５ ３ ０

及 び 連 結 部 ５ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ５ ３ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ の 操 作 部 ５ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ５ ４ 】

　 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取

っ 手 ５ １ １ ２ と を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 を 中 心

に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １

１ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ

で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。

【 ０ １ ５ ５ 】

　 屈 曲 型 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ は 、 中 空 の 円 筒 形 状 に 形 成 さ れ 、 外

周 面 に は 、 多 数 個 の 溝 ５ １ １ １ ａ が 一 方 向 （ Ｘ 軸 方 向 ） に 沿 っ て 形 成 さ れ 、 屈 曲 自 在 に 形

成 さ れ る 。 そ の と き 、 そ れ ぞ れ の 溝 ５ １ １ １ ａ の 中 間 に は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １

１ の 屈 曲 方 向 を ガ イ ド す る た め の リ ブ ５ １ １ １ Ｐ ， ５ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、

リ ブ ５ １ １ １ Ｐ ， ５ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ た 位 置 に お い て は 、 屈 曲 が 良 好 に 行 わ れ ず 、 リ ブ

５ １ １ １ Ｐ ， ５ １ １ １ Ｙ が 形 成 さ れ て い な い 部 分 に お い て 、 主 に 屈 曲 が 行 わ れ る 。

【 ０ １ ５ ６ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の 第 １ 方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ ち 、 ピ ッ チ 運 動

） を ガ イ ド す る 第 １ リ ブ ５ １ １ １ Ｐ に よ っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ が Ｙ 軸 を 中

心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ は 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま

た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の 第 ２ 方 向 へ の 屈 曲 （ す な わ ち 、 ヨ ー 運 動 ） を ガ イ ド

す る 第 ２ リ ブ ５ １ １ １ Ｙ に よ っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ が 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 し 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ は 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ １ ５ ７ 】

　 言 い 換 え れ ば 、 図 １ ９ Ｂ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 第 １ リ ブ ５ １ １ １ Ｐ は 、 ピ ッ チ 運 動

の 回 転 中 心 に な る た め に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｙ 軸 方 向 直 径 上 に 形 成 さ れ 、

第 ２ リ ブ ５ １ １ １ Ｙ は 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る た め に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １

１ の Ｚ 軸 方 向 直 径 上 に 形 成 さ れ る 。 さ ら に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ に は 、 第 １ リ

ブ ５ １ １ １ Ｐ 及 び 第 ２ リ ブ ５ １ １ １ Ｙ 以 外 に も 、 多 様 な 位 置 の リ ブ が 追 加 し て 形 成 さ れ 、

か よ う な リ ブ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の 屈 曲 を さ ら に 柔 ら か に す る 役 割 を 行 う

。
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【 ０ １ ５ ８ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ に お い て 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 側 端 部 に は 、 ピ ッ

チ ワ イ ヤ ５ ３ １ Ｗ と ヨ ー ワ イ ヤ ５ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １

１ １ が 回 転 し 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ ５ ３ １ Ｗ ま

た は ヨ ー ワ イ ヤ ５ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ

れ と 連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ １ ５ ９ 】

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ５ １ ３ １ と ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 駆 動 部 ５ １ ３ ２ と を 含 む 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ５ １ ３ １ の 一 端 部 に

は 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ １ が 連 結 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン

ク ５ ３ ３ Ｌ １ の 一 端 部 に は 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ ２ が 連 結 さ れ 、 第 ２

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ ２ の 一 端 部 に は 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３

３ Ｌ ３ が 連 結 さ れ る 。 そ の と き 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ ３ に は 、 ピ ボ ッ

ト ポ イ ン ト ５ ３ ３ Ｌ ３ Ｐ が 形 成 さ れ 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ ３ の 移 動 の

中 心 点 役 割 を 行 う 。 一 方 、 第 ３ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ５ ３ ３ Ｌ ３ の 一 端 部 に は 、 ガ イ

ド 突 起 ５ ３ ３ Ｌ ３ ｅ が 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ に は 、 ガ イ ド 溝 ５ １ １

２ ｈ が 形 成 さ れ る 。 一 方 、 ガ イ ド 突 起 ５ ３ ３ Ｌ ３ ｅ に は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ５ ３

３ Ｗ が 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ５ ３ ３ Ｗ の 他 端 部 は 、 エ ン ド ツ ー

ル ５ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ３ ３ Ｗ Ｇ （ 図 ８ ） に 連 結 さ れ る 。

【 ０ １ ６ ０ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ５ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ５

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） （ 図 示 せ ず ） 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ５ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ ja

w base） ５ ２ ３ 、 関 節 部 材 ５ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ５ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ５ ３ １ Ｗ

、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ５ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ５ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ６ １ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 の 場 合 、 前 述 の よ う に 、 １ ）

操 作 部 ５ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １

１ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ

し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ が 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ

れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ １ ６ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ

手 ５ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の

仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ １ ６ ３ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー

操 作 部 ５ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ に

近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ５ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ 自 体 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５

１ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ て い る が 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ の ほ と ん ど 全 て の 動 作 状 態 に お い て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

５ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー

ル ５ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ６ ４ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ５ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ５ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮
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想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ

ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な

い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き

く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的

に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は 異

な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効

果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ １ ６ ５ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ２ ｂ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に 比 べ 、

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心

軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 同 一 線 上 に 形 成

さ れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。

【 ０ １ ６ ６ 】

　 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ は 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ を 示

す 図 面 で あ る 。 図 ２ ０ 及 び 図 ２ １ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ は 、 操 作 部 ６ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 ６ ３ ０ 及 び 連 結

部 ６ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ６ ７ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ の 操 作 部 ６ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ６ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ６ １ ３ と 、 を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 操 作 部 ６ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ と ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ と

を 含 む 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に

形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ と 連 結 さ

れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。

【 ０ １ ６ ８ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ６ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ６

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） （ 図 示 せ ず ） 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ６ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ ja

w base） ６ ２ ３ 、 関 節 部 材 ６ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ６ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト ６ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ６ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ６ ３ １ Ｗ

、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ６ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ６ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ６ ９ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

６ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー

駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 同 一 距 離 に 形 成 さ れ

る の で あ る 。 そ の 場 合 、 ユ ー ザ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ を 取 る 部 位 に 、 関 節

の 回 転 中 心 が 置 か れ る の で あ る 。

【 ０ １ ７ ０ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

、 作 部 ６ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ に

近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ６ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １

１ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ６

１ １ が 、 図 ２ ０ の よ う な 状 態 に お い て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ を 中 心 に 少 し で も
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回 転 す れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸

方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ７ １ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ６ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ６ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ６ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮

想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ６ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ

ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な

い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き

く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的

に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は 異

な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効

果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ １ ７ ２ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ２ ｃ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に 比 べ 、

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心

軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル

７ ２ ０ か ら 遠 く 形 成 さ れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 ま た 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

操 作 部 ７ １ ３ も 、 本 発 明 の 第 ５ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ （ 図 １ ９ Ａ

） に 比 べ て 異 な る 。 こ の よ う に 、 第 ５ 実 施 形 態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ １ ７ ３ 】

　 図 ２ ２ 、 図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７

０ ０ を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ２ ２ 、 図 ２ ３ 及 び 図 ２ ４ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態

に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ は 、 操 作 部 ７ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ 、 動 力 伝 達

部 ７ ３ ０ 及 び 連 結 部 ７ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ７ ４ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ の 操 作 部 ７ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ７ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ７ ５ 】

　 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ７ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ と を 含 む 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び

Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆

動 関 節 ７ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ

れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 と ボ ー ル ジ ョ イ ン ト と

の 結 合 型 で も あ る 。 か よ う な 屈 曲 型 関 節 部 材 と ボ ー ル ジ ョ イ ン ト と の 結 合 型 関 節 に つ い て

は 、 図 ４ ６ で 後 述 す る 。

【 ０ １ ７ ６ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ７ １ ３ １ 、 第 １

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ 及 び ア ク チ

ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ７ １ ３ Ｗ Ｇ を 含 む 。 詳 細 に は 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７

１ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ に は 、 そ れ ぞ れ 軸 貫 通 ホ ー ル （ 図 示 せ

ず ） が 形 成 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆

動 部 ７ １ ３ ３ の 軸 貫 通 ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ７ １ ３ １

が 挿 入 さ れ る 。 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ７ １ ３ １ を 中 心 に 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ が 回 転 す る こ と に な る

。

【 ０ １ ７ ７ 】
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　 一 方 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １

３ ３ の そ れ ぞ れ の 軸 貫 通 ホ ー ル （ 図 示 せ ず ） の 一 側 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル ７ １ ３ ３

ｂ が 形 成 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動

部 ７ １ ３ ３ の ガ イ ド ホ ー ル ７ １ ３ ３ ｂ を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ７ １ ３ Ｗ

Ｇ が 挿 入 さ れ る 。 そ し て 、 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ７ １ ３ Ｗ Ｇ に は 、 ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ７ ３ ３ Ｗ が 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７

１ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ７ １ ３ Ｗ Ｇ が ガ イ ド ホ ー ル ７ １ ３ ３ ｂ に 沿 っ て 移 動 し 、 そ れ に

よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ７ ３ ３ Ｗ が 直 線 並 進 運 動 を 行 い 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。

【 ０ １ ７ ８ 】

　 例 え ば 、 図 ２ ３ の よ う な 状 態 に お い て 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２ 及 び 第

２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ の う ち い ず れ か 一 側 、 ま た は 両 側 を 、 い ず れ も 図 ２

４ の Ａ １ 及 び ／ ま た は Ａ ２ の 方 向 に 回 転 さ せ れ ば 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ７ １ ３

Ｗ Ｇ が 矢 印 Ｂ 方 向 に 直 線 移 動 し 、 従 っ て 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ７

３ ３ Ｗ が 矢 印 Ｃ 方 向 に 直 線 移 動 し 、 そ れ と 連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ の 第 １ ジ ョ ー ７

２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ７ ２ ２ が 両 側 に 開 く の で あ る 。 す な わ ち 、 そ れ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ

ン 運 動 の 伝 達 の た め の 多 様 な 変 形 例 の う ち 一 つ で あ り 、 前 述 の リ ン ク 構 造 だ け で は な く 、

簡 単 な ワ イ ヤ 構 造 だ け で も 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ の 運 動 が エ ン ド ツ ー ル ７ ２

０ に 伝 達 さ れ る と い う 一 例 で あ り 、 そ れ 以 外 に も 、 同 一 目 的 を 遂 行 す る た め の 多 様 な 構 造

が 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ７ ９ 】

　 た だ し 、 図 ２ ２ な い し 図 ２ ４ に は 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト ７ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ が 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ２

及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ７ １ ３ ３ を 具 備 し 、 ２ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動

作 を 行 う よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 図 １

９ Ｂ ま た は 図 ２ １ な ど に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 １ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行

う ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ９ （ 図 １ ９ Ｂ ） ま た は ６ １ ３ （ 図 ２ １ ） も 、 当 然 の こ と

と し て 、 本 実 施 形 態 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ８ ０ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ７ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ７ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ７

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） ７ ２ １ 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ７ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ jaw base

） ７ ２ ３ 、 関 節 部 材 ７ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト ７ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ７ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ７ ３ １ Ｗ 、 １ 本

以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ７ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ７ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ８ １ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

７ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー

駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る 。 そ

の 場 合 、 ユ ー ザ の 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 そ れ を 基 準 に 、 腕 の 後 ろ 部 分 （ ヒ ジ な ど ） が 動 く

よ う に な る 。

【 ０ １ ８ ２ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 ７ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ が 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ に 近

く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ７ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２

よ り エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ に 遠 く 位 置 し て い る 。 し か し 、 ピ ッ チ 動 作 ま た は ヨ ー 動 作 を 行 う

た め に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ７ １ １ を 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ を 中 心 に 一 定 角 度
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以 上 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ の 一 部 分 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ８ ３ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ７ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ７ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ７ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮

想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ７ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ

ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な

い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き

く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的

に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は 異

な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効

果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ １ ８ ４ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ８ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ３ ａ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ （ 図 ２ ） に 比 べ 、 操 作

部 ８ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ を

具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ 、 そ し て 、 そ の

と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ が エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ る が 、 連 結

部 ８ ４ ０ が 直 線 型 で は な く 、 少 な く と も １ 回 以 上 屈 曲 さ れ た 形 態 に 形 成 さ れ る と い う 点 で

、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 ま た 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０

０ は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮

想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド

ツ ー ル ８ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。 こ の よ う に 、 第 １ 実

施 形 態 に 比 べ て 異 な る 構 成 は 、 詳 細 に 後 述 す る 。

【 ０ １ ８ ５ 】

　 図 ２ ５ 、 図 ２ ６ Ａ 及 び 図 ２ ６ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト ８ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ２ ５ 、 図 ２ ６ Ａ 及 び 図 ２ ６ Ｂ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ８

実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ は 、 操 作 部 ８ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ 、

動 力 伝 達 部 ８ ３ ０ 及 び 連 結 部 ８ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ １ ８ ６ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ の 操 作 部 ８ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ １ ８ ７ 】

　 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ と を 含 む 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び

Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆

動 関 節 ８ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ

れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。

【 ０ １ ８ ８ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ８ １ ３ １ 、 第 １

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ８ １ ３ ２ 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ８ １ ３ ３ 及 び ア ク チ

ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ８ １ ３ Ｗ Ｇ を 含 む 。 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ は

、 前 述 の 第 ７ 実 施 形 態 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ （ 図 ２ ３ ） と 実 質 的 に 同 一 構 成

を 有 す る 。

【 ０ １ ８ ９ 】

　 す な わ ち 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ８ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部

８ １ ３ ３ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ８ １ ３ Ｗ Ｇ が ガ
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イ ド ホ ー ル ８ １ ３ ３ ｂ に 沿 っ て 移 動 し 、 そ れ に よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ８ ３ ３

Ｗ が 直 線 並 進 運 動 を 行 い 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。

【 ０ １ ９ ０ 】

　 た だ し 、 図 ２ ５ な い し 図 ２ ７ に は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト ８ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ が 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ８ １ ３ ２

及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ８ １ ３ ３ を 具 備 し 、 ２ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動

作 を 行 う よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 図 １

９ Ｂ ま た は 図 ２ １ な ど に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 １ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行

う ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ９ （ 図 １ ９ Ｂ ） ま た は ６ １ ３ （ 図 ２ １ ） も 、 当 然 の こ と

と し て 、 本 実 施 形 態 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ １ ９ １ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ８ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ８

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） ８ ２ １ 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ８ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ jaw base

） ８ ２ ３ 、 関 節 部 材 ８ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ７ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト ８ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ８ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ８ ３ １ Ｗ 、 １ 本

以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ８ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ８ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ １ ９ ２ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ８ 実 施 形 態 の 場 合 、 前 述 の よ う に 、 １ ）

操 作 部 ８ １ ０ の ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 が 一 体 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １

１ を 具 備 し 、 ピ ッ チ 操 作 部 及 び ヨ ー 操 作 部 の 役 割 を 同 時 に 行 う よ う に 形 成 さ れ る 。 ２ ） そ

し て 、 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ が エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ

る が 、 連 結 部 ８ ４ ０ が 直 線 型 で は な く 、 少 な く と も １ 回 以 上 屈 曲 さ れ た 形 態 に 形 成 さ れ る

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ １ ９ ３ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ８ 実 施 形 態 の 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ

手 ８ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の

仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ １ ９ ４ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ８ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー

操 作 部 ８ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ に

近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ８ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ 自 体 が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８

１ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ 側 に 近 く 形 成 さ れ て い る が 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ の ほ と ん ど 全 て の 動 作 状 態 に お い て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

８ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー

ル ８ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ １ ９ ５ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ８ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ８ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮

想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ

ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な

い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き

く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的

に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は 異

な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効

果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ １ ９ ６ 】

　 図 ２ ７ Ａ 及 び 図 ２ ７ Ｂ は 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 一 変 形 例 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ
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ン ト ８ ０ ０ を 示 す 図 面 で あ る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 の 一 変 形 例 に よ る 手 術 用 イ

ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ が 、 先 立 っ て 記 述 し た 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト

ル メ ン ト ８ ０ ０ （ 図 ２ ５ ） に 比 べ 、 特 徴 を も っ て 異 な る 点 は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を

２ 本 の 指 で は な い １ 本 の 指 で 行 う と い う も の で あ る 。

【 ０ １ ９ ７ 】

　 詳 細 に は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ の 操 作 部 ８ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の ピ

ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ８ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の ア

ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ と 、 を 含 む 。 ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ８ １ ３ １ と 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

駆 動 部 ８ １ ３ ２ と を 含 む 。 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ８ １ ３ １ の 一 端 部 に は 、 第 １

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ８ １ ３ １ が 連 結 さ れ 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク ８ １ ３ １

の 一 端 部 に は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ８ １ ３ が 連 結 さ れ る 。 そ し て 、 ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン ワ イ ヤ ８ １ ３ の 他 端 部 は 、 エ ン ド ツ ー ル ８ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン （ 図

示 せ ず ） に 連 結 さ れ る 。 か よ う な 構 成 に よ っ て 、 １ 本 の 指 だ け で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動

を 行 う こ と が で き る の で あ る 。 そ れ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ８ １ ３ が 、 最 終 的 に ア

ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ８ １ ３ を 押 し て 引 く 動 作 を 行 う た め の 一 変 形 例 で あ り 、 か よ う な

動 作 の 遂 行 の た め の 他 の 構 成 も 可 能 で あ ろ う 。

【 ０ １ ９ ８ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ９ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ３ ｂ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ に つ い て 説 明 す

る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ は 、 先 立 っ て 記

述 し た 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ （ 図 ２ ５ ） に 比 べ 、 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸

Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 同 一 線 上 に 形 成 さ

れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。

【 ０ １ ９ ９ 】

　 図 ２ ８ 、 図 ２ ９ 及 び 図 ３ ０ は 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９

０ ０ を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ２ ８ 、 図 ２ ９ 及 び 図 ３ ０ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態

に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ は 、 操 作 部 ９ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ 、 動 力 伝 達

部 ９ ３ ０ 及 び 連 結 部 ９ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ ２ ０ ０ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ の 操 作 部 ９ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 及

び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ９ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ９ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ ２ ０ １ 】

　 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ９ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ

ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ と を 含 む 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ は 、 Ｙ 軸 及 び

Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆

動 関 節 ９ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ と 共 に 回 転 す る よ う に 形 成 さ

れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も あ る 。

【 ０ ２ ０ ２ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ９ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 ９ １ ３ １ 、 第 １

ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ９ １ ３ ２ 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ９ １ ３ ３ 及 び ア ク チ

ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ９ １ ３ Ｗ Ｇ を 含 む 。 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ９ １ ３ は

、 前 述 の 第 ７ 実 施 形 態 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ （ 図 ２ ３ ） と 実 質 的 に 同 一 構 成

を 有 す る 。

【 ０ ２ ０ ３ 】

　 す な わ ち 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ９ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部

９ １ ３ ３ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン ９ １ ３ Ｗ Ｇ が ガ

イ ド ホ ー ル ９ １ ３ ３ ｂ に 沿 っ て 移 動 し 、 そ れ に よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ９ ３ ３
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Ｗ が 直 線 並 進 運 動 を 行 い 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 す な わ ち 、 図 ２

９ は 、 第 １ ジ ョ ー ９ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ９ ２ ２ が 開 か れ た 状 態 で の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操

作 部 ９ １ ３ を 示 す 図 面 で あ り 、 図 ３ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー ９ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ９ ２ ２ が 閉 じ

た 状 態 で の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ９ １ ３ を 示 す 図 面 で あ る 。

【 ０ ２ ０ ４ 】

　 た だ し 、 図 ２ ８ な い し 図 ３ ０ に は 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト ９ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ９ １ ３ が 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ９ １ ３ ２

及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ９ １ ３ ３ を 具 備 し 、 ２ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動

作 を 行 う よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な く 、 図 １

９ Ｂ ま た は 図 ２ １ な ど に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 １ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行

う ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ９ （ 図 １ ９ Ｂ ） ま た は ６ １ ３ （ 図 ２ １ ） も 、 当 然 の こ と

と し て 、 本 実 施 形 態 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ２ ０ ５ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ９ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ は 、 関 節 部 材 ９ ２ ５ と し て

、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ ー ル ９

２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） ９ ２ １ 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） ９ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー ス （ jaw base

） ９ ２ ３ 、 関 節 部 材 ９ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 ９ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト ９ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 ９ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ チ ワ イ ヤ ９ ３ １ Ｗ 、 １ 本

以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ ９ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ ９ ３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ ２ ０ ６ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ９ 実 施 形 態 は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

９ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー

駆 動 関 節 ９ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と 、 エ ン ド ツ ー ル か ら 同 一 距 離 に 形 成 さ れ

る の で あ る 。 そ の 場 合 、 ユ ー ザ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ を 取 る 部 位 に 、 関 節

の 回 転 中 心 が 置 か れ る の で あ る 。

【 ０ ２ ０ ７ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ９ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 ９ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ が 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ に 近

く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 ９ 実 施 形 態 は 、 ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ と 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １

の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ と が 同 一 線 上 に 形 成 さ れ て い る が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ９ １

１ が 、 図 ２ ５ の よ う な 状 態 に お い て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ を 中 心 に 少 し で も 回

転 す れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ が ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向

の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ ２ ０ ８ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 ９ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 ９ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ９ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮

想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル ９ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作 を 行 う ユ

ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、 図 １ Ａ な

い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部 分 が 大 き

く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ ど 直 観 的

に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器 具 と は 異

な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向 上 す る 効

果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ ２ ０ ９ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ ０ 実 施 形 態 ＞ （ Ｅ １ ＋ Ｈ ２ ３ ｃ ）

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ に つ い て 説

明 す る 。 こ こ で 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ は 、 先

立 っ て 記 述 し た 本 発 明 の 第 ８ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ８ ０ ０ （ 図 ２ ５ ） に
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比 べ 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向

の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り

エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ か ら 遠 く 形 成 さ れ る と い う 点 で 、 特 徴 を も っ て 異 な る 。

【 ０ ２ １ ０ 】

　 図 ３ １ 及 び 図 ３ ２ は 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０

を 示 す 図 面 で あ る 。 図 ３ １ 及 び 図 ３ ２ を 参 照 す れ ば 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術

用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ は 、 操 作 部 １ ０ １ ０ 、 エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ 、 動 力 伝 達 部 １

０ ３ ０ 及 び 連 結 部 １ ０ ４ ０ を 含 む 。

【 ０ ２ １ １ 】

　 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ の 操 作 部 １ ０ １ ０ は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ の ピ ッ チ

運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 １ ０ １ １ と 、 エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ の ア

ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ ０ １ ３ と 、 を 含 む 。

【 ０ ２ １ ２ 】

　 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 １ ０ １ １ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ と 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ と を 含 む 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ は 、

Ｙ 軸 及 び Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ は 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ と 共 に 回 転 す

る よ う に 形 成 さ れ る 。 こ こ で 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 で も

あ る 。

【 ０ ２ １ ３ 】

　 一 方 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ ０ １ ３ は 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 １ ０ １ ３ １ 、

第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ ０ １ ３ ２ 、 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ ０ １ ３ ３ 及

び ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ０ １ ３ Ｗ Ｇ を 含 む 。 か よ う な ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作

部 １ ０ １ ３ は 、 前 述 の 第 ７ 実 施 形 態 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ７ １ ３ （ 図 ２ ３ ） と 実 質

的 に 同 一 構 成 を 有 す る 。

【 ０ ２ １ ４ 】

　 す な わ ち 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ ０ １ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動

部 １ ０ １ ３ ３ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン １ ０ １ ３ Ｗ

Ｇ が ガ イ ド ホ ー ル １ ０ １ ３ ３ ｂ に 沿 っ て 移 動 し 、 そ れ に よ っ て 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ

ヤ １ ０ ３ ３ Ｗ が 直 線 並 進 運 動 を 行 い 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る の で あ る 。 こ こ

で 、 図 ３ ２ は 、 第 １ ジ ョ ー １ ０ ２ １ と 第 ２ ジ ョ ー １ ０ ２ ２ と が 閉 じ た 状 態 で の ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 １ ０ １ ３ を 示 す 図 面 で あ る 。

【 ０ ２ １ ５ 】

　 た だ し 、 図 ３ １ 及 び 図 ３ ２ に は 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト １ ０ ０ ０ の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 １ ０ １ ３ が 、 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ ０

１ ３ ２ 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 １ ０ １ ３ ３ を 具 備 し 、 ２ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 動 作 を 行 う よ う に 図 示 さ れ て い る が 、 本 実 施 形 態 は 、 そ れ に 制 限 さ れ る も の で は な

く 、 図 １ ９ Ｂ ま た は 図 ２ １ な ど に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 １ 本 の 指 で ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン

動 作 を 行 う ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 ５ １ ９ （ 図 １ ９ Ｂ ） ま た は ６ １ ３ （ 図 ２ １ ） も 、 当

然 の こ と と し て 、 本 実 施 形 態 に 適 用 可 能 で あ る 。

【 ０ ２ １ ６ 】

　 一 方 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ の エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ は 、 関 節 部 材 １ ０ ２ ５

と し て 、 図 ７ Ａ な い し 図 ７ Ｄ で 記 述 し た 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 エ ン ド ツ

ー ル １ ０ ２ ０ は 、 第 １ ジ ョ ー （ jaw） １ ０ ２ １ 、 第 ２ ジ ョ ー （ jaw） １ ０ ２ ２ 、 ジ ョ ー ベ ー

ス （ jaw base） １ ０ ２ ３ 、 関 節 部 材 １ ０ ２ ５ を 含 む 。 一 方 、 本 発 明 の 第 １ ０ 実 施 形 態 に よ

る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト １ ０ ０ ０ に 適 用 さ れ る 動 力 伝 達 部 １ ０ ３ ０ は 、 １ 本 以 上 の ピ ッ

チ ワ イ ヤ １ ０ ３ １ Ｗ 、 １ 本 以 上 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ０ ３ ２ Ｗ 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ １ ０

３ ３ Ｗ を 含 む 。

【 ０ ２ １ ７ 】

　 こ こ で 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ ０ 実 施 形 態 は 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン
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ト １ ０ ０ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ １ が 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ

れ る 。 そ の 場 合 、 ユ ー ザ の 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 そ れ を 基 準 に 、 腕 の 後 ろ 部 分 （ ヒ ジ な ど

） が 動 く よ う に な る 。

【 ０ ２ １ ８ 】

　 ま た 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ ０ 実 施 形 態 は 、 少 な く と も ピ ッ チ ／ ヨ ー

操 作 部 １ ０ １ １ の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １

２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １

０ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る 。 す な わ ち 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 第 １ ０ 実 施 形 態

は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向

の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ に 遠 く 位 置 し て い る 。 し か し 、 ピ ッ チ 動 作 ま

た は ヨ ー 動 作 を 行 う た め に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 １ ０ １ １ を ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １

１ １ を 中 心 に 一 定 角 度 以 上 回 転 さ せ れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ の 一 部 分 が

、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方 向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２

０ に 近 く 形 成 さ れ る 。

【 ０ ２ １ ９ 】

　 こ の よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 １ ０ １ １ の 少 な く と も い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い

て は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １ ０ １ １ ２ が 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ ０ １ １ １ の Ｚ 軸 方

向 の 仮 想 中 心 軸 Ｘ ２ よ り エ ン ド ツ ー ル １ ０ ２ ０ に 近 く 形 成 さ れ る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 操 作

を 行 う ユ ー ザ の 手 首 関 節 よ り 先 側 に 位 置 し た 指 及 び 手 な ど が さ ら に 多 く 動 く 。 す な わ ち 、

図 １ Ａ な い し 図 １ Ｄ で 例 示 し た 既 存 の 場 合 は 、 手 の 先 側 が 固 定 さ れ 、 手 首 や 腕 な ど 後 ろ 部

分 が 大 き く 動 か な け れ ば な ら な い 状 況 で あ り 、 エ ン ド ツ ー ル の 動 作 と 差 が 大 き く 、 そ れ ほ

ど 直 観 的 に 操 作 が 困 難 に な る 。 し か し 、 本 実 施 形 態 は 、 か よ う な 特 性 に よ っ て 、 既 存 の 器

具 と は 異 な り 、 エ ン ド ツ ー ル 操 縦 の た め の 操 作 部 の 操 作 に お い て 、 そ の 直 観 性 が 大 き く 向

上 す る 効 果 を 得 る こ と が で き る の で あ る 。

【 ０ ２ ２ ０ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 変 形 例 ＞

　 本 発 明 の エ ン ド ツ ー ル の 特 徴 は 、 次 の 通 り で あ る 。 エ ン ド ツ ー ル 関 節 の 断 面 両 端 に 、 ワ

イ ヤ が 位 置 し 、 一 方 を 引 っ 張 る 場 合 、 そ ち ら 側 に 反 る 特 性 を 有 し て い る 。 す な わ ち 、 断 面

の ４ 方 向 に ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 ヨ ー ワ イ ヤ が 位 置 し 、 中 間 を ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 貫 通

す る こ と に よ り 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行 う こ と が で き 、 各

動 作 は 、 他 の 動 作 に 影 響 を 及 ぼ さ ず に 、 独 立 し て 行 わ れ る と い う こ と を 大 き い 特 徴 と す る

。 か よ う な 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る 具 体 的 な 構 造 は 、 さ ま ざ ま が あ り 、 次 に 具 体 的 な

変 形 例 を 挙 げ る 。 た だ し 、 後 述 す る 変 形 例 は 、 前 述 の 基 本 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る さ

ま ざ ま な 変 形 例 の 一 部 を 言 及 す る も の で あ り 、 た と え こ こ で 言 及 さ れ て い な い と し て も 、

本 発 明 を 遂 行 す る こ と が で き る さ ま ざ ま な 多 様 な 例 が 可 能 で あ り 、 そ れ ら 例 は 、 い ず れ も

本 発 明 の 内 容 に 含 ま れ る と い え る で あ ろ う 。

【 ０ ２ ２ １ 】

　 以 下 で は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 多 様 な 変 形 例 に つ い て 説

明 す る 。 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル に お い て は 、 図 ２ な ど で 説 明 し

た 屈 曲 型 関 節 部 材 以 外 に も 、 節 型 関 節 部 材 、 ギ ア 型 関 節 部 材 な ど が 適 用 さ れ る 。 か よ う な

節 型 ま た は ギ ア 型 の 関 節 部 材 を 使 用 す る こ と が で き る 理 由 は 、 本 発 明 の 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 構 成 が 、 そ れ ぞ れ の ワ イ ヤ を 押 し て 引 く こ と に よ り 、 ピ ッ チ 運 動

ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う 構 成 だ か ら で あ る 。 す な わ ち 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ ま た は ヨ ー ワ イ ヤ を 引

っ 張 っ た り 押 し た り す れ ば 、 関 節 部 材 に お い て 、 ピ ッ チ ま た は ヨ ー に 該 当 す る 回 転 が 起 こ

る の で あ る 。 以 下 で は 、 そ れ に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ２ ２ ２ 】

　 図 ３ ３ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 １ 変 形 例

を 示 す 図 面 で あ る （ 節 型 １ ） 。

【 ０ ２ ２ ３ 】
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　 図 ３ ３ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 １ 変 形 例 は 、 エ ン ド

ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ６ と し て 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ 及 び 図

７ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ （ 図 ７ ） で は 、 屈 曲 型 関 節

部 材 を 利 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １

２ ０ （ 図 ７ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 し 、 ピ ッ

チ 動 作 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １ ２ ６ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ２ ４ 】

　 詳 細 に は 、 関 節 部 材 １ ２ ６ は 、 ピ ッ チ 軸 の 役 割 を 行 う １ 以 上 の ピ ッ チ 節 １ ２ ６ Ｐ と 、 ヨ

ー 軸 の 役 割 を 行 う １ 以 上 の ヨ ー 節 １ ２ ６ Ｙ と 、 を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ６ Ｐ は 、 隣

接 す る 節 と 連 結 さ れ る よ う に 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ６ Ｐ の Ｙ 軸 方 向 直 径 上 で 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２

０ 側 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ピ ッ チ 連 結 部 １ ２ ６ Ｐ Ｃ を 具 備 し 、 ヨ ー 節 １ ２ ６ Ｙ は 、 隣 接 す

る 節 と 連 結 さ れ る よ う に 、 ヨ ー 節 １ ２ ６ Ｙ の Ｚ 軸 方 向 直 径 上 で 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 に

突 出 し て 形 成 さ れ る ヨ ー 連 結 部 １ ２ ６ Ｙ Ｃ を 具 備 す る 。

【 ０ ２ ２ ５ 】

　 従 っ て 、 図 ３ ３ で 見 た と き 、 節 型 関 節 部 材 １ ２ ６ の ピ ッ チ 節 １ ２ ６ Ｐ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に

回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 節 型 関 節 部 材 １ ２ ６ の ヨ ー 節

１ ２ ６ Ｙ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ２ ６ 】

　 ま た 、 本 変 形 例 は 、 弾 性 部 材 １ ２ ６ Ｓ を さ ら に 具 備 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 弾 性

部 材 １ ２ ６ Ｓ は 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ６ Ｐ と ヨ ー 節 １ ２ ６ Ｙ と の 内 部 に 収 容 さ れ 、 節 型 関 節 部 材

１ ２ ６ が 原 位 置 方 向 に 所 定 弾 性 力 を 提 供 す る 役 割 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ２ ７ 】

　 図 ３ ４ 及 び 図 ３ ５ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の

第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ 節 型 ２ ） 。

【 ０ ２ ２ ８ 】

　 図 ３ ４ 及 び 図 ３ ５ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ２ 変 形 例

は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ７ と し て 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、

図 ２ 及 び 図 ７ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ （ 図 ７ ） に お い

て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 を 行 う

た め の 関 節 部 材 １ ２ ０ （ 図 ７ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 節 型 関 節 部

材 を 適 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １ ２ ６ を 構 成 す る こ と を 一 特

徴 と す る 。

【 ０ ２ ２ ９ 】

　 詳 細 に は 、 節 型 関 節 部 材 １ ２ ７ は 、 ピ ッ チ 軸 の 役 割 を 行 う １ 以 上 の ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ と

、 ヨ ー 軸 の 役 割 を 行 う １ 以 上 の ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ と 、 を 含 む 。 こ こ で 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ は

、 隣 接 す る 節 と 連 結 さ れ る よ う に 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ の Ｙ 軸 方 向 直 径 上 に お い て 、 エ ン ド

ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ピ ッ チ 連 結 部 １ ２ ７ Ｐ Ｃ を 具 備 し 、 ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ

は 、 隣 接 す る 節 と 連 結 さ れ る よ う に 、 ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ の Ｚ 軸 方 向 直 径 上 に お い て 、 エ ン ド

ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ヨ ー 連 結 部 １ ２ ７ Ｙ Ｃ を 具 備 す る 。

【 ０ ２ ３ ０ 】

　 従 っ て 、 図 ３ ４ で 見 た と き 、 節 型 関 節 部 材 １ ２ ７ の ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に

上 下 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 節 型 関 節 部 材 １ ２ ７ の

ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る

。

【 ０ ２ ３ １ 】

　 そ の と き 、 本 変 形 例 は 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ 及 び ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ が 互 い に か わ る が わ る 形

成 さ れ る こ と を 一 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 図 ３ ４ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 ピ ッ チ 節 １ ２

７ Ｐ 、 ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ 、 ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ が 交 互 に 形 成 さ れ る の で あ る

。 ま た 、 本 変 形 例 は 、 弾 性 部 材 １ ２ ７ Ｓ を さ ら に 具 備 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 弾 性

部 材 １ ２ ７ Ｓ は 、 ピ ッ チ 節 １ ２ ７ Ｐ と ヨ ー 節 １ ２ ７ Ｙ と の 内 部 に 収 容 さ れ 、 節 型 関 節 部 材
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１ ２ ７ が 、 原 位 置 方 向 に 所 定 弾 性 力 を 提 供 す る 役 割 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ３ ２ 】

　 図 ３ ６ な い し 図 ３ ８ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル

の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ギ ア 型 ） 。

【 ０ ２ ３ ３ 】

　 図 ３ ６ な い し 図 ３ ８ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル の 第 ３ 変 形

例 は 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の 関 節 部 材 １ ２ ８ と し て 、 ギ ア 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ

ち 、 図 ２ 及 び 図 ７ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ （ 図 ７ Ａ ）

に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動

作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １ ２ ５ （ 図 ７ Ａ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、

ギ ア 型 関 節 部 材 を 適 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の 関 節 部 材 １ ２ ８ を 構 成 す

る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ３ ４ 】

　 詳 細 に は 、 関 節 部 材 １ ２ ８ は 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ ， １ ２ ８ Ｐ ２ と

、 ヨ ー 動 作 を 行 う ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ １ ， １ ２ ８ Ｙ ２ と 、 を 含 む 。 ま た 、 連 結 部 １ ４ ０ と ジ

ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ と を 連 結 す る エ ン ド ツ ー ル 連 結 部 材 １ ２ ８ Ｃ を さ ら に 含 む 。 そ の と き 、

第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ ２ は 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う よ う に 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ の 軸

を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 第 ２ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ ２ は 、 ヨ ー 動 作 を 行 う よ う に 、 第 １

ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ １ の 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ２ ３ ５ 】

　 こ こ で 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ １ は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 に 固 定 さ れ て 形 成 さ れ る 。

そ し て 、 エ ン ド ツ ー ル 連 結 部 材 １ ２ ８ Ｃ に は 、 第 ２ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ ２ が 固 定 さ れ て 形 成

さ れ 、 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 側 が 引 っ 張 ら れ て 押 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ ２ は

、 第 １ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ １ に 対 し て 回 転 し 、 エ ン ド ツ ー ル 連 結 部 材 １ ２ ８ Ｃ と 連 結 さ れ た

ジ ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ 、 第 １ ジ ョ ー １ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー １ ２ ２ を 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ

１ の 軸 を 中 心 に 回 転 さ せ る 役 割 を 行 う 。

【 ０ ２ ３ ６ 】

　 一 方 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ は 、 エ ン ド ツ ー ル 連 結 部 材 １ ２ ８ Ｃ に 固 定 さ れ て 形 成

さ れ る 。 そ し て 、 ジ ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ に は 、 第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ ２ が 固 定 さ れ て 形 成

さ れ 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 側 が 引 っ 張 ら れ て 押 さ れ る こ と に よ り 、 第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ

２ は 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ に 対 し て 回 転 し 、 ジ ョ ー ベ ー ス １ ２ ３ 、 第 １ ジ ョ ー １ ２

１ 及 び 第 ２ ジ ョ ー １ ２ ２ を 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ の 軸 を を 中 心 に 回 転 さ せ る 役 割 を 行

う 。

【 ０ ２ ３ ７ 】

　 従 っ て 、 関 節 部 材 １ ２ ８ の 第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ ２ は 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ ２ ８ Ｐ １ の

軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 関 節 部 材 １ ２ ８ の

第 ２ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ ２ は 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ ２ ８ Ｙ １ の 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ３ ８ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 関 節 の 変 形 例 ＞

　 図 ２ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 特 徴 は 、 Ｙ 軸 方 向 へ の 回 転 を

介 し て 、 ピ ッ チ 方 向 に 動 作 す る こ と が で き 、 関 節 断 面 の ４ 方 向 に 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 ヨ ー ワ

イ ヤ が 位 置 し 、 中 間 に ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 位 置 す る も の で あ り 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節

に よ る ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 操 作 部 の 動 作 に よ る ヨ ー 動 作 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 動 作

に よ る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 、 他 の 動 作 に 影 響 を 及 ぼ さ ず に 独 立 し て 行 わ れ る こ と が

で き る と い う の で あ る 。 か よ う な 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る 具 体 的 な 構 造 は 、 さ ま ざ ま

が あ り 、 以 下 で は 、 そ の 具 体 的 な 変 形 例 を 挙 げ る 。 た だ し 、 後 述 す る 変 形 例 は 、 前 述 の 基

本 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る さ ま ざ ま な 変 形 例 の 一 部 を 言 及 す る も の で あ り 、 た と え こ

こ で 言 及 さ れ な い と し て も 、 本 特 徴 を 遂 行 す る こ と が で き る さ ま ざ ま な 多 様 な 例 が 可 能 で

あ り 、 そ れ ら 例 は 、 い ず れ も 本 発 明 の 内 容 に 含 ま れ る と い え る で あ ろ う 。
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【 ０ ２ ３ ９ 】

　 図 ３ ９ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （

図 ２ ） の 第 １ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ギ ア 型 － Ｇ ） 。

【 ０ ２ ４ ０ 】

　 図 ３ ９ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 第 １ 変 形 例 は 、 操 作

部 １ １ ０ の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｇ と し て 、 ギ ア 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図

２ 及 び 図 ３ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ２ ） に お い て は 、 屈

曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ ッ チ 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （ 図

２ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 ギ ア 型 関 節 部 材 を 適 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 を

行 う た め の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｇ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ４ １ 】

　 詳 細 に は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｇ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の ピ ッ チ ギ ア

１ １ １ １ Ｇ １ ， １ １ １ １ Ｇ ２ を 含 む 。 そ の と き 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ １ 及 び 第 ２ ピ

ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ ２ は 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う よ う に 、 互 い の 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ

れ る 。

【 ０ ２ ４ ２ 】

　 こ こ で 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ １ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｇ の 一 端 部 に 固 定 さ

れ て 形 成 さ れ 、 第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ ２ は 、 連 結 部 １ ４ ０ の 一 端 部 に 固 定 さ れ て 形 成

さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ １ 、 及 び そ

れ と 連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が Ｙ 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と に な る 。

【 ０ ２ ４ ３ 】

　 す な わ ち 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｇ の 第 １ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ １ は 、 第 ２ ピ ッ チ ギ

ア １ １ １ １ Ｇ ２ に 沿 っ て 、 第 ２ ピ ッ チ ギ ア １ １ １ １ Ｇ ２ の 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ

、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ４ ４ 】

　 そ の と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） は 、 互 い に 平 行 な ２ 本 の ピ ッ チ ワ イ

ヤ １ ３ １ Ｗ の 中 心 、 及 び 互 い に 平 行 な ２ 本 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の 中 心 を そ れ ぞ れ 貫 通 し

て 過 ぎ る の で 、 ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 の 影 響 を 受 け な い 。

【 ０ ２ ４ ５ 】

　 図 ４ ０ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （

図 ２ ） の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ 節 型 － Ｊ ） 。

【 ０ ２ ４ ６ 】

　 図 ４ ０ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 第 ２ 変 形 例 は 、 操 作

部 １ １ ０ の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ と し て 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 ２

及 び 図 ３ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ２ ） に お い て は 、 屈 曲

型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ ッ チ 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ （ 図 ２

） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 し 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う

た め の ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ４ ７ 】

　 詳 細 に は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ は 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の ピ ッ チ 節 １

１ １ １ Ｊ １ ， １ １ １ １ Ｊ ２ を 含 む 。 そ の と き 、 第 １ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ピ ッ チ

節 １ １ １ １ Ｊ ２ は 、 ピ ッ チ 動 作 を 行 う よ う に 、 Ｙ 軸 を 中 心 に そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 形 成 さ れ

る 。

【 ０ ２ ４ ８ 】

　 こ こ で 、 第 １ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ は 、 隣 接 す る 節 と 連 結 さ れ る よ う に 、 第 １ ピ ッ チ 節

１ １ １ １ Ｊ １ の Ｙ 軸 方 向 直 径 上 に お い て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ 側 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ピ

ッ チ 連 結 部 １ １ １ １ Ｊ １ Ｃ を 具 備 し 、 第 ２ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ ２ は 、 隣 接 す る 節 と 連 結 さ

れ る よ う に 、 第 ２ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ ２ の Ｙ 軸 方 向 直 径 上 に お い て 、 エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０

側 に 突 出 し て 形 成 さ れ る ピ ッ チ 連 結 部 １ １ １ １ Ｊ ２ Ｃ を 具 備 す る 。

【 ０ ２ ４ ９ 】
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　 こ こ で 、 第 １ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ ２ は 、 連 結 部 １ ４ ０ と

ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ と を 連 結 す る よ う に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ を 回

転 さ せ れ ば 、 第 １ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ 、 及 び そ れ と 連 結 さ れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ が Ｙ

軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と に な る 。 そ の と き 、 第 １ ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ピ ッ チ 節

１ １ １ １ Ｊ ２ そ れ ぞ れ の 回 転 量 が 合 わ せ ら れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ 全 体 の 回 転 量 に

な る の で あ る 。

【 ０ ２ ５ ０ 】

　 す な わ ち 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ の ピ ッ チ 節 １ １ １ １ Ｊ １ ， １ １ １ １ Ｊ ２ は 、 Ｙ 軸

を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ５ １ 】

　 そ の と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） は 、 互 い に 平 行 な ２ 本 の ピ ッ チ ワ イ

ヤ １ ３ １ Ｗ の 中 心 、 及 び 互 い に 平 行 な ２ 本 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の 中 心 を そ れ ぞ れ 貫 通 し

て 過 ぎ る の で 、 ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 の 影 響 を 受 け な い 。

【 ０ ２ ５ ２ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 変 形 例 ＞

　 図 ２ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の ヨ ー 操 作 部 は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 し 、 両 側 に 連

結 さ れ た ヨ ー ワ イ ヤ を 引 っ 張 っ た り 押 し た り す る 動 作 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。 か よ う な

特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る 具 体 的 な 構 造 は 、 さ ま ざ ま が あ り 、 以 下 で は 、 そ の 具 体 的 な

変 形 例 に つ い て 説 明 す る 。 た だ し 、 後 述 す る 変 形 例 は 、 前 述 の 基 本 特 徴 を 具 現 す る こ と が

で き る さ ま ざ ま な 変 形 例 の 一 部 を 言 及 す る も の で あ り 、 た と え こ こ で 言 及 さ れ な い と し て

も 、 本 特 徴 を 遂 行 す る こ と が で き る さ ま ざ ま な 多 様 な 例 が 可 能 で あ り 、 そ れ ら 例 は 、 い ず

れ も 本 発 明 の 内 容 に 含 ま れ る と い え る で あ ろ う 。

【 ０ ２ ５ ３ 】

　 図 ４ １ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ２ ）

の 第 １ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ 屈 曲 型 － Ｓ ） 。

【 ０ ２ ５ ４ 】

　 図 ４ １ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 １ 変 形 例 は 、 操 作 部 １

１ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｓ と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ 及 び 図 ４

に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ４ ） に お い て は 、 、 ヨ ー 駆 動 軸

１ １ ２ １ （ 図 ４ ） と プ ー リ ー １ １ ２ １ ａ （ 図 ４ ） と を 利 用 し て 、 操 作 部 の ヨ ー 動 作 を 行 う

た め の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ４ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 屈 曲 型 関 節

部 材 を 適 用 し て ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｓ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る

。

【 ０ ２ ５ ５ 】

　 詳 細 に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｓ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の 屈 曲 型 関 節 部 材 形 態

の ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｓ と 、 ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｓ の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 部

１ １ ２ ２ と 、 を 含 む 。 そ の と き 、 ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｓ は 、 ヨ ー 動 作 を 行 う よ う に 、 Ｚ

軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ５ ６ 】

　 図 ４ ２ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ２ ）

の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ギ ア 型 － Ｇ ） 。

【 ０ ２ ５ ７ 】

　 図 ４ ２ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 ２ 変 形 例 は 、 操 作 部 １

１ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｇ と し て 、 ギ ア 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ 及 び 図 ４

に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ４ ） に お い て は 、 ヨ ー 駆 動 軸 １

１ ２ １ （ 図 ４ ） と プ ー リ ー １ １ ２ １ ａ （ 図 ４ ） と を 利 用 し て 、 操 作 部 の ヨ ー 動 作 を 行 う た

め の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ４ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 ギ ア 型 関 節 部

材 を 適 用 し て ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｇ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ５ ８ 】

　 詳 細 に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｇ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の ギ ア 型 関 節 部 材 形 態
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の ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｇ と 、 ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｇ の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 部

１ １ ２ ２ と 、 を 含 む 。

【 ０ ２ ５ ９ 】

　 詳 細 に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｇ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ

１ ， １ １ ２ １ Ｇ ２ を 含 む 。 そ の と き 、 第 ２ ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ ２ は 、 ヨ ー 動 作 を 行 う よ う

に 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 。

【 ０ ２ ６ ０ 】

　 こ こ で 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ １ ） 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の 一 端 部 に 固 定 さ れ

て 形 成 さ れ 、 第 ２ ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ の 一 端 部 に 固 定 さ れ て 形

成 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ を 回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ １ に 沿 っ て 、 第 ２

ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ ２ が 、 第 １ ヨ ー ギ ア １ １ ２ １ Ｇ １ の 軸 を 中 心 に 回 転 す る こ と に な る 。

す な わ ち 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｇ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 を 行 う 。

【 ０ ２ ６ １ 】

　 図 ４ ３ は 、 図 ２ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ２ ）

の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ 節 型 － Ｊ ） 。

【 ０ ２ ６ ２ 】

　 図 ４ ３ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ヨ ー 操 作 部 の 第 ３ 変 形 例 は 、 操 作 部 １

１ ０ の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｊ と し て 、 節 型 関 節 部 材 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 ２ 及 び 図 ４ に

図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 １ １ ０ （ 図 ４ ） に お い て は 、 ヨ ー 駆 動 軸 １ １

２ １ （ 図 ４ ） と プ ー リ ー １ １ ２ １ ａ （ 図 ４ ） と を 利 用 し て 、 操 作 部 の ヨ ー 動 作 を 行 う た め

の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ （ 図 ４ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 節 型 関 節 部 材 を

適 用 し て ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｊ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ６ ３ 】

　 詳 細 に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｊ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の 節 型 関 節 部 材 形 態 の

ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｊ と 、 ヨ ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｊ の 一 端 部 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 部 １

１ ２ ２ と 、 を 含 む 。

【 ０ ２ ６ ４ 】

　 詳 細 に は 、 ヨ ー 操 作 部 １ １ ２ Ｊ は 、 ヨ ー 駆 動 関 節 役 割 を 行 う た め の ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ １

， １ １ ２ １ Ｊ ２ を 含 む 。 そ の と き 、 第 １ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ ２

は 、 ヨ ー 動 作 を 行 う よ う に 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 、 そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 。 そ の と き 、

第 １ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ ２ そ れ ぞ れ の 回 転 量 が 合 わ せ ら れ 、 ヨ

ー 関 節 部 材 １ １ ２ １ Ｊ 全 体 の 回 転 量 に な る の で あ る 。

【 ０ ２ ６ ５ 】

　 こ こ で 、 第 １ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ １ は 、 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 １ １ １ ２ の 一 端 部 に 形 成 さ れ 、

第 ２ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ ２ は 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２ ２ の 一 端 部 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 部 １ １ ２

２ を 回 転 さ せ れ ば 、 第 １ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ １ 及 び 第 ２ ヨ ー 節 １ １ ２ １ Ｊ ２ が Ｚ 軸 を 中 心 に

回 転 し 、 ヨ ー ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） の 一 側 を 押 し て 反 対 側 を 引 っ 張 る 。 す な わ ち 、 ヨ ー 操 作

部 １ １ ２ Ｊ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、 ヨ ー 運 動 を 行 う 。

【 ０ ２ ６ ６ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 の 変 形 例 ＞

　 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 本 発 明 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 の 特 徴 は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ

、 ヨ ー ワ イ ヤ が ４ 方 向 に 位 置 し 、 そ の 中 心 に ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 位 置 し 、 ピ ッ チ

／ ヨ ー 関 節 が 、 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 を 行 う に お い て 、 各 ピ ッ チ 動 作 、 ヨ ー 動 作 は 、 他 の

動 作 に 影 響 を 及 ぼ さ ず 、 ま た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 に よ る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 も

、 他 の 動 作 に 互 い に 影 響 を 及 ぼ さ な い の で あ る 。 か よ う な 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る 具

体 的 な 構 造 は 、 さ ま ざ ま が あ り 、 以 下 で は 、 そ の 具 体 的 な 変 形 例 を 挙 げ る 。 た だ し 、 後 述

す る 変 形 例 は 、 前 述 の 基 本 特 徴 を 具 現 す る こ と が で き る さ ま ざ ま な 変 形 例 の 一 部 を 言 及 す

る も の で あ り 、 た と え こ こ で 言 及 さ れ な い と し て も 、 本 特 徴 を 遂 行 す る こ と が で き る さ ま

ざ ま な 多 様 な 例 が 可 能 で あ り 、 そ れ ら 例 は 、 い ず れ も 本 発 明 の 内 容 に 含 ま れ る と い え る で

あ ろ う 。

10

20

30

40

50



(53) JP  2020-62377  A   2020.4.23

【 ０ ２ ６ ７ 】

　 図 ４ ４ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 １ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ボ ー ル ジ ョ イ ン ト － Ｂ ） 。

【 ０ ２ ６ ８ 】

　 図 ４ ４ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 １ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ と し て 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト を 適 用 す る

。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ）

に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ

／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 ボ ー ル

ジ ョ イ ン ト を 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ

を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。 こ こ で 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 自 体 は 、 既 公 知 技 術 で あ り 、

本 明 細 書 で は 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ２ ６ ９ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ 運

動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回

転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ７ ０ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と ヨ

ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １

１ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ が 回 転 し 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｂ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ イ ヤ １

３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ れ た エ

ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ７ １ 】

　 図 ４ ５ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 ２ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ ユ ニ バ ー サ ル ・ ジ ョ イ ン ト － Ｕ ）

。

【 ０ ２ ７ ２ 】

　 図 ４ ５ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 ２ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ と し て 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト を 適

用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １

９ Ａ ） に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、

ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト を 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関

節 １ １ １ １ Ｕ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。 こ こ で 、 ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト 自 体 は 、

既 公 知 技 術 で あ り 、 本 明 細 書 で は 、 そ の 詳 細 な 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ２ ７ ３ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ 運

動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右 に 回

転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ７ ４ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と ヨ

ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 １

１ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ が 回 転 し 、 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｕ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ イ ヤ １

３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ れ た エ

ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ７ ５ 】

　 図 ４ ６ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 ３ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｓ Ｂ ） 。
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【 ０ ２ ７ ６ 】

　 図 ４ ６ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 ３ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 と ボ ー ル ジ

ョ イ ン ト と の 結 合 型 関 節 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル

メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ

ッ チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し た の に

比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 １ １ １ １ Ｓ と 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ １ １ １ Ｂ

と を 共 に 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ を

構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ７ ７ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ

運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ７ ８ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と

ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

１ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ が 回 転 し 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｂ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ

イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ

れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ７ ９ 】

　 そ の と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ （ 図 示 せ ず ） は 、 互 い に 平 行 な ２ 本 の ピ ッ チ ワ イ

ヤ １ ３ １ Ｗ の 中 心 、 及 び 互 い に 平 行 な ２ 本 の ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の 中 心 を そ れ ぞ れ 貫 通 し

て 過 ぎ る の で 、 ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 の 影 響 を 受 け な い 。

【 ０ ２ ８ ０ 】

　 図 ４ ７ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 ４ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｓ Ｕ ） 。

【 ０ ２ ８ １ 】

　 図 ４ ７ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 ４ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ と し て 、 屈 曲 型 関 節 部 材 と ユ ニ バ ー

サ ル ジ ョ イ ン ト と の 結 合 型 関 節 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン

ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作

部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し

た の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 １ １ １ １ Ｓ と ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト

１ １ １ １ Ｕ と を 共 に 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １

１ １ Ｓ Ｕ を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ８ ２ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ

運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ８ ３ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と

ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

１ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ が 回 転 し 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｓ Ｕ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ

イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ

れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ８ ４ 】

　 図 ４ ８ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 ５ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｊ Ｂ ） 。
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【 ０ ２ ８ ５ 】

　 図 ４ ８ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 ５ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ と し て 、 節 型 関 節 部 材 と ボ ー ル ジ ョ

イ ン ト と の 結 合 型 関 節 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ

ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部 の ピ ッ

チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し た の に 比

べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 節 型 関 節 部 材 １ １ １ １ Ｊ と ボ ー ル ジ ョ イ ン ト １ １ １ １ Ｂ と を 共

に 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ を 構 成 す

る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ８ ６ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ

運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ８ ７ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と

ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

１ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ が 回 転 し 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｂ が 回 転 し な が 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ イ

ヤ １ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ れ

た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ８ ８ 】

　 図 ４ ９ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節

５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） の 第 ６ 変 形 例 を 示 す 図 面 で あ る （ Ｊ Ｕ ） 。

【 ０ ２ ８ ９ 】

　 図 ４ ９ を 参 照 す れ ば 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 第 ６ 変 形 例 は

、 操 作 部 １ １ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ と し て 、 節 型 関 節 部 材 と ユ ニ バ ー サ

ル ジ ョ イ ン ト と の 結 合 型 関 節 を 適 用 す る 。 す な わ ち 、 図 １ ９ Ａ に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス

ト ル メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） に お い て は 、 屈 曲 型 関 節 部 材 を 利 用 し て 、 操 作 部

の ピ ッ チ ／ ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 構 成 し た

の に 比 べ 、 本 変 形 例 に お い て は 、 節 型 関 節 部 材 １ １ １ １ Ｊ と ユ ニ バ ー サ ル ジ ョ イ ン ト １ １

１ １ Ｕ と を 共 に 適 用 し て ピ ッ チ 及 び ヨ ー 動 作 を 行 う た め の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １

Ｊ Ｕ ） を 構 成 す る こ と を 一 特 徴 と す る 。

【 ０ ２ ９ ０ 】

　 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ は 、 Ｙ 軸 を 中 心 に 上 下 に 回 転 し 、 ピ ッ チ

運 動 の 回 転 中 心 に な る 。 ま た 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ は 、 Ｚ 軸 を 中 心 に 左 右

に 回 転 し 、 ヨ ー 運 動 の 回 転 中 心 に な る 。

【 ０ ２ ９ １ 】

　 一 方 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ 内 部 の 一 端 部 に は 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ と

ヨ ー ワ イ ヤ １ ３ ２ Ｗ と の 両 端 部 が そ れ ぞ れ 結 合 さ れ る 。 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手

１ １ １ ２ が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ が 回 転 し 、

ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 １ １ １ １ Ｊ Ｕ が 回 転 し な が ら 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ １ ３ １ Ｗ ま た は ヨ ー ワ

イ ヤ １ ３ ２ Ｗ の い ず れ か 一 端 部 を 押 し て 他 の 他 端 部 を 引 っ 張 る こ と に よ り 、 そ れ と 連 結 さ

れ た エ ン ド ツ ー ル １ ２ ０ の ピ ッ チ 運 動 ま た は ヨ ー 運 動 を 行 う の で あ る 。

【 ０ ２ ９ ２ 】

　 ＜ 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の ロ ー ル 動 作 の 変 形 例 ＞

　 図 ５ ０ は 、 図 １ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト に お い て 、 ロ ー ル （ roll

） 機 能 が 追 加 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 斜 視 図 で あ り 、 図 ５ １ Ａ な い し 図 ５ １ Ｅ は

、 図 ５ ０ の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト が ロ ー ル 動 作 を 行 う 様 子 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。

【 ０ ２ ９ ３ 】

　 図 ５ ０ を 参 照 す れ ば 、 本 変 形 例 に よ る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ Ｒ は 、 ロ ー ル （ ro
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l l） 動 作 の た め の ロ ー ル 操 作 部 ５ ５ ０ を さ ら に 具 備 す る こ と を 特 徴 と す る 。 す な わ ち 、 図

１ ９ Ａ な ど に 図 示 さ れ た 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト の 操 作 部 ５ １ ０ （ 図 １ ９ Ａ ） の ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 関 節 ５ １ １ １ （ 図 １ ９ Ａ ） を 覆 い 包 む ボ ー ル ジ ョ イ ン ト 形 態 の ロ ー ル 操 作 部 ５ ５

０ を さ ら に 具 備 し 、 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト ５ ０ ０ Ｒ と し て 、 ロ ー ル 動 作 ま で 行 わ せ る 。

こ こ で 、 ロ ー ル 動 作 と は 、 ロ ー ル 操 作 部 ５ ５ ０ を 回 転 さ せ れ ば 、 連 結 部 ５ ４ ０ の 中 心 軸 と

、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の 中 心 軸 と の 相 対 的 な 角 度 は 、 そ の ま ま 維 持 さ れ た 状 態 で 、 エ ン ド

ツ ー ル ５ ２ ０ と 連 結 部 ５ ４ ０ と が そ れ ぞ れ 自 体 の 中 心 軸 を 基 準 に 回 転 す る 動 作 を 意 味 す る

。

【 ０ ２ ９ ４ 】

　 す な わ ち 、 図 ５ １ Ａ な い し 図 ５ １ Ｅ に 図 示 さ れ て い る よ う に 、 操 作 部 ５ １ ０ の 他 の 部 分

は 固 定 さ れ て い る 状 態 で 、 ロ ー ル 操 作 部 ５ ５ ０ を 回 転 さ せ れ ば 、 関 節 部 材 ５ ２ ５ の 屈 折 角

度 は 、 維 持 さ れ た 状 態 で 、 そ れ と 連 結 さ れ た 第 １ ジ ョ ー ５ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ５ ２ ２ 、 並

び に そ れ と 連 結 さ れ た ジ ョ ー ベ ー ス ５ ２ ３ が 、 ロ ー ル 操 作 部 ５ ５ ０ の 回 転 に よ っ て 共 に 回

転 す る こ と に な る 。 そ し て 、 第 １ ジ ョ ー ５ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ５ ２ ２ が 回 転 す る に お い て

、 第 １ ジ ョ ー ５ ２ １ 及 び 第 ２ ジ ョ ー ５ ２ ２ の 相 対 的 な 位 置 は 、 一 定 に 維 持 さ れ る 。 す な わ

ち 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ジ ョ ー ５ ２ １ ， ５ ２ ２ が そ の 開 い た 角 度 を 維 持 し な が ら 、 ジ ョ

ー ベ ー ス ５ ２ ３ の 中 心 軸 を 基 準 に 回 転 す る の で あ る 。 そ れ に つ い て さ ら に 詳 細 に 説 明 す れ

ば 、 次 の 通 り で あ る 。

【 ０ ２ ９ ５ 】

　 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ は 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 関 節 の 回 転 に よ っ て 、 ピ ッ チ 方 向 、 ヨ ー

方 向 に 回 転 す る 。 す な わ ち 、 操 作 部 の 連 結 部 に 対 す る 相 対 的 な ピ ッ チ 方 向 、 ヨ ー 方 向 の 回

転 に よ っ て 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 が 回 転 し 、 そ れ に よ っ て 、 最 終 的 に 、 エ ン ド

ツ ー ル ５ ２ ０ も 、 連 結 部 と の 相 対 的 な ピ ッ チ 方 向 、 ヨ ー 方 向 に 屈 折 さ れ る 。

【 ０ ２ ９ ６ 】

　 そ の と き 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ピ ッ チ 屈 折 角 度 決 定 は 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関

節 の 連 結 部 側 へ の 断 面 上 の 上 下 に 位 置 す る ２ 本 の ピ ッ チ ワ イ ヤ の 相 対 的 な 引 っ 張 り と 押 さ

れ と の 差 で あ る 。 同 様 に 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ヨ ー 屈 折 角 度 決 定 は 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／

ヨ ー 駆 動 関 節 の 連 結 部 側 へ の 断 面 上 左 右 に 位 置 す る ２ 本 の ヨ ー ワ イ ヤ の 相 対 的 な 引 っ 張 り

と 押 さ れ と の 差 で あ る 。

【 ０ ２ ９ ７ 】

　 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、 連 結 部 と 操 作 部 取 っ 手 と を 連 結 し 、 ピ ッ チ 方 向 及 び

ヨ ー 方 向 へ の 屈 折 を 行 う が 、 そ の と き 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 が 、 連 結 部 に は 、 断 面

上 に 固 定 さ れ て い る が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 操 作 部 側 端 の 部 分 が 、 操 作 部 及 び 断

面 上 に 固 定 さ れ て お ら ず 、 回 転 自 在 に 構 成 さ れ 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ が 屈 折 さ れ て い る 角

度 状 態 で 、 ２ つ の ジ ョ ー だ け 回 転 可 能 な ロ ー ル 機 能 を 遂 行 す る こ と が で き る 。

　 さ ら に 詳 細 に 説 明 す れ ば 、 右 側 図 面 の よ う に 、 操 作 部 が 連 結 部 に 対 し て 相 対 的 に ヨ ー 方

向 に 屈 折 さ れ 、 そ れ に よ っ て 、 最 終 的 に 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ も 同 じ 方 向 に 屈 折 さ れ て い

る と き 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、 連 結 部 と は 固 定 さ れ て い る が 、 操 作 部 側 へ の

終 断 面 が 操 作 部 取 っ 手 と 固 定 さ れ て 連 結 さ れ て お ら ず 、 回 転 が 可 能 で あ る の で 、 ロ ー ル 取

っ 手 、 及 び そ れ に 連 結 さ れ た 連 結 部 を 、 連 結 部 中 心 軸 を 基 準 に 回 転 さ せ れ ば 、 こ こ に 連 結

さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、 連 結 部 と 操 作 部 取 っ 手 と の 相 対 的 な 回 転 に よ っ て 決 定 さ

れ 、 折 れ ら れ た 形 態 を 維 持 し な が ら 回 転 す る こ と に な る 。 そ の と き 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関

節 の 断 面 相 ４ 方 向 端 に 位 置 が 決 ま っ た ４ 本 の ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 ヨ ー ワ イ ヤ も 共 に 回 転 す る こ

と に な る 。 か よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 が 回 転 す れ ば 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 断 面

上 ４ 方 向 端 に 位 置 す る 各 ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 ヨ ー ワ イ ヤ は 、 共 に 回 転 し 、 そ れ ぞ れ が 本 来 の と

こ ろ を 離 れ 、 他 の ワ イ ヤ の 位 置 で 回 転 す る こ と が で き る 。

【 ０ ２ ９ ８ 】

　 す な わ ち 、 か よ う な 場 合 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 断 面 上 で 左 右 方 向 に 位 置 し た ヨ ー ワ

イ ヤ も 、 回 転 を 介 し て 、 上 下 方 向 に 位 置 し た ピ ッ チ ワ イ ヤ の と こ ろ へ も 行 き 、 最 初 に 上 下

方 向 に 位 置 し た ピ ッ チ ワ イ ヤ も 、 回 転 を 介 し て 、 左 右 方 向 に 位 置 し た ヨ ー ワ イ ヤ の と こ ろ
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へ も 行 く 。 従 っ て 、 か よ う に 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 回 転 が 可 能 で あ る な ら ば 、 ４ 本 の

ワ イ ヤ を 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ 及 び ヨ ー ワ イ ヤ に 区 分 す る こ と が 意 味 が な く 、 断 面 上 ４ 方 向 に ４

本 の ワ イ ヤ が 位 置 し 、 い か な る ワ イ ヤ で も 、 断 面 上 左 右 方 向 に 位 置 す れ ば 、 ヨ ー ワ イ ヤ の

役 割 を 行 い 、 上 下 方 向 に 位 置 す れ ば 、 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 役 割 を 行 う こ と に な る 。

【 ０ ２ ９ ９ 】

　 従 っ て 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 が 、 連 結 部 及 び ロ ー ル 取 っ 手 と 共 に 回 転 し て も 、 連 結 部

及 び 操 作 部 取 っ 手 に よ っ て 、 相 対 的 に ピ ッ チ 屈 折 ま た は ヨ ー 屈 折 が 決 定 さ れ て い る な ら ば

、 そ れ に よ る 連 結 部 と エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ と の 相 対 的 な ピ ッ チ 屈 折 ま た は ヨ ー 屈 折 が 影 響

を 受 け ず に 維 持 さ れ る 。 そ の と き 、 エ ン ド ツ ー ル ５ ２ ０ の ２ つ の つ ま み は 、 エ ン ド ツ ー ル

５ ２ ０ の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の ２ つ の つ ま み 側 端 の 部 分 に よ っ て 決 定 さ れ る 中 心 軸 を 基

準 に 回 転 す る こ と に な る 。

【 ０ ３ ０ ０ 】

　 そ の と き 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 断 面 上 中 心 を 通 り 過

ぎ る よ う に 位 置 し 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 固 定 さ れ て お ら ず 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 が

回 転 し て も 、 共 に 回 転 せ ず 、 独 立 し て ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 遂 行 可 能 で あ る 。

【 ０ ３ ０ １ 】

　 そ の と き 、 ロ ー ル 取 っ 手 の 位 置 は 、 連 結 部 と 操 作 部 取 っ 手 と の 相 対 的 な 屈 折 角 度 が 維 持

さ れ な が ら 、 連 結 部 及 び 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 回 転 を 可 能 に し た り 妨 害 し な か

っ た り す る 位 置 に い ず れ も 来 る よ う に す る 。 す な わ ち 、 連 結 部 上 に 固 定 さ れ て 位 置 す る こ

と も で き 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 に 固 定 さ れ て 位 置 す る こ と も で き 、 操 作 部 ピ ッ

チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 の 操 作 部 側 に 延 長 さ れ て 固 定 さ れ て 位 置 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 ０ ３ ０ ２ 】

　 一 方 、 そ の と き 、 操 作 部 の ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と し て は 、 前 述 の と こ ろ を 満 足 す る 多

様 な ス ネ ー ク 、 節 、 ボ ー ル ジ ョ イ ン ト な ど が 可 能 で あ り 、 そ れ ら に 係 わ る 詳 細 な 説 明 は 省

略 す る 。

【 ０ ３ ０ ３ 】

　 本 明 細 書 で は 、 本 発 明 に つ い て 、 限 定 さ れ た 実 施 形 態 を 中 心 に 説 明 し た が 、 本 発 明 の 範

囲 内 で 多 様 な 実 施 形 態 が 可 能 で あ る 。 ま た 、 説 明 さ れ て い な い が 、 均 等 な 手 段 も 、 本 発 明

に そ の ま ま 結 合 さ れ る も の で あ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 真 の 保 護 範 囲 は 、 特 許 請 求 の 範 囲 に

よ っ て 決 ま る も の で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ３ ０ ４ 】

　 　 本 発 明 は 、 腹 腔 鏡 手 術 、 ま た は さ ま ざ ま な 多 様 な 手 術 に 使 用 す る た め に 、 手 動 で 作 動

可 能 な 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト に 利 用 可 能 で あ る 。
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【 手 続 補 正 １ 】

【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲

【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文

【 補 正 方 法 】 変 更

【 補 正 の 内 容 】

【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 少 な く と も ２ 以 上 の 方 向 に 曲 が る エ ン ド ツ ー ル と 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運

動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 制 御 す る ア ク

チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 み 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 ま た は 前 記 ヨ ー 操 作 部 の う ち 少 な く

と も 一 つ は 、 １ 以 上 の 方 向 に 曲 が る 節 型 関 節 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ る 操 作 部 と 、

　 前 記 操 作 部 の 動 作 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る 動 力 伝 達 部 と 、

　 第 １ 方 向 （ Ｘ 軸 ） に 延 長 し て 形 成 さ れ 、 一 端 部 に は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 結 合 さ れ 、 他

端 部 に は 、 前 記 操 作 部 が 結 合 さ れ 、 前 記 操 作 部 と 前 記 エ ン ド ツ ー ル と を 連 結 す る 連 結 部 と

、 を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 延 長 し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 は 、

　 １ 以 上 の 方 向 に 曲 が る 関 節 部 材 で あ る ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ 駆 動 関 節 と 共 に 移 動 自 在 に 形 成 さ れ た ピ ッ チ 駆

動 取 っ 手 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。
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【 請 求 項 ３ 】

前 記 第 １ 方 向 及 び 前 記 第 ２ 方 向 に 対 し て そ れ ぞ れ 垂 直 で あ る 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） に お い て 、

少 な く と も 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の い ず れ か １ つ の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手

の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ

ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ 】

　 前 記 操 作 部 を 、 前 記 ２ 以 上 の 方 向 に そ れ ぞ れ 曲 げ た り す れ ば 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 、 前

記 操 作 部 の 操 作 方 向 と 実 質 的 に 同 一 方 向 に 曲 が っ た り す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記

載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ 】

　 前 記 連 結 部 の 前 記 一 端 部 で の 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 形 成 方 向 と 、 前 記 連 結 部 の 前 記 他 端 部

で の 前 記 操 作 部 の 形 成 方 向 と が 、 前 記 第 １ 方 向 を 基 準 に 同 一 方 向 で あ る こ と を 特 徴 と す る

請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ６ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト を 把 持 す る ユ ー ザ か ら 遠 く な る 方 向 に 延 長

し て 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ７ 】

　 前 記 操 作 部 の 端 部 は 、 前 記 操 作 部 を 把 持 す る ユ ー ザ の 指 の 端 部 が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル を

向 く よ う に 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ８ 】

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル は 、 そ れ ぞ れ 回 転 自 在 に 形 成 さ れ る 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー と 、 前

記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー の ピ ッ チ 動 作 及 び ／ ま た は ヨ ー 動 作 を 行 う た め に １ 以 上 の 方

向 に 曲 が る エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 と 、 を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー の 動 作 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 ３ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ９ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、

　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ

ワ イ ヤ 、

　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ

ヤ と 、

　 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝

達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ と 、 を 含 み 、

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ 及 び 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 動 作 は 、 そ れ

ぞ れ 独 立 し て 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ア ク チ ュ

エ ー シ ョ ン 運 動 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ の 往 復 直 線 運 動 に よ っ て 、 そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ

ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー が 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン

ト 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、

前 記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 前 記 両 端 の ピ ッ チ ワ イ ヤ 間 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴

と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ３ 】

　 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、 前
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記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ は 、 前 記 両 端 の ヨ ー ワ イ ヤ 間 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ４ 】

　 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、

前 記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ の 両 端 そ れ ぞ れ の 一 端 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に そ れ ぞ れ 結 合 さ れ 、 前

記 操 作 部 側 に 延 長 さ れ 、

　 前 記 両 端 の ピ ッ チ ワ イ ヤ を 連 結 す る 線 と 、 前 記 両 端 の ヨ ー ワ イ ヤ を 連 結 す る 線 と が 垂 直

に な る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ５ 】

　 前 記 第 １ ジ ョ ー の 一 端 部 、 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー の 一 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル が

形 成 さ れ 、

　 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー の ガ イ ド ホ ー ル を 貫 通 し 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ

ン が 挿 入 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 結 合 さ れ 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 え ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン が 、 前 記 ガ イ ド ホ ー ル に 沿 っ て 並 進 運 動 を し な が ら 、 前 記 第 １ ジ ョ ー

及 び 第 ２ ジ ョ ー の ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 動 作 が 行 わ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ９ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ６ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 、 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 前

記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記

載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ７ 】

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 は 、

　 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 連 結 部 と を 連 結 し 、

前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 と 、

前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 と 、 を 含 む 節 型 関

節 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ８ 】

　 前 記 １ 以 上 の ピ ッ チ 節 と 、 １ 以 上 の ヨ ー 節 と が 互 い に 交 互 に 配 置 さ れ る こ と を 特 徴 と す

る 請 求 項 １ ７ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 １ ９ 】

　 前 記 ピ ッ チ 節 及 び ／ ま た は 前 記 ヨ ー 節 の 内 部 に 収 容 さ れ 、 前 記 ピ ッ チ 節 及 び ／ ま た は 前

記 ヨ ー 節 に 所 定 弾 性 力 を 提 供 す る 弾 性 部 材 を さ ら に 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ７ に 記

載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ０ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８

に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ １ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ヨ ー 駆 動 軸 と 連 結 さ れ 、 ヨ ー 駆 動 軸 と 共 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ヨ ー 駆 動 部 と 、 を

含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ２ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、

　 前 記 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 を 含 む 節 型 関 節

部 材 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ３ 】
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　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 を 含 む 節 型 関

節 部 材 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ４ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 と 一 体 に 形 成 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 を 形 成 す

る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ５ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 か ら 、 前 記 第 ３ 方 向 に 一 定 程 度 離 隔 さ

れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ６ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ７ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、

　 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が ら 、 １ 回 以

上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ

ン ト 。

【 請 求 項 ２ ８ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 に

そ れ ぞ れ 挿 入 さ れ 、 一 端 部 に は 、 そ れ ぞ れ ガ イ ド ホ ー ル が 形 成 さ れ た 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 駆 動 部 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 と 、

　 前 記 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 及 び 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 の ガ イ ド ホ ー ル

に 貫 通 挿 入 さ れ る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン と 、 を 含 み 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ガ イ ド ピ ン に 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 結 合 さ れ 、

　 前 記 第 １ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 ま た は 第 ２ ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 が 回 転 す れ ば

、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 請 求 項

２ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ２ ９ 】

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、

　 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 自 在 に 形 成 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動

部 と 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 軸 及 び 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ と そ れ ぞ れ 連 結 さ れ

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 駆 動 部 が 回 転 す れ ば 、 そ れ と 連 結 さ れ た ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ

イ ヤ が 並 進 運 動 を 行 う よ う に 連 結 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン リ ン ク と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ０ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、

　 少 な く と も 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） 及 び 第 ３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ

た 関 節 部 材 で あ る ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 連 結 さ れ 、 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 と 共 に 移 動 自 在 に 形

成 さ れ た ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 取 っ 手 と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ４ に 記 載 の 手 術 用

イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ １ 】

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 駆 動 関 節 は 、

　 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ピ ッ チ 節 、 及 び 前 記 第

３ 方 向 （ Ｚ 軸 ） を 中 心 に 曲 が る よ う に 形 成 さ れ る １ 以 上 の ヨ ー 節 を 含 む 節 型 関 節 部 材 を 含
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む こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ ０ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ２ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ３ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ３ ２ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ４ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ５ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ３ ４ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ６ 】

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ７ 】

　 前 記 操 作 部 は 、 ピ ッ チ 操 作 の た め に 、 前 記 第 ２ 方 向 （ Ｙ 軸 ） を 中 心 に 所 定 角 度 回 転 さ れ

た １ 以 上 の 動 作 状 態 に お い て 、 前 記 操 作 部 の 少 な く と も 一 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前

記 第 ３ 方 向 の 仮 想 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ３ ６ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ８ 】

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 を 中 心 に 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 を 基

準 に 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 と 同 一 方 向 に 曲 が る こ と を 特 徴 と す る 請 求

項 ３ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ３ ９ 】

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が ヨ ー 駆 動 軸 を 中 心 に 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 駆 動 軸 を 基 準 に 、 前 記 エ ン

ド ツ ー ル が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 同 一 方 向 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ０ 】

　 前 記 操 作 部 に 連 結 さ れ て 形 成 さ れ る ロ ー ル 操 作 部 を さ ら に 含 み 、

　 前 記 ロ ー ル 操 作 部 を 回 転 さ せ れ ば 、 前 記 連 結 部 の 中 心 軸 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 中 心 軸

と の 相 対 的 な 角 度 は 、 そ の ま ま 維 持 さ れ た 状 態 で 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル だ け が そ の 中 心 軸 を

中 心 に 回 転 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ １ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ

ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン

ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立
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し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し て

、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に

伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方

向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ２ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ

ー ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 、 前 記 エ

ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 運 動 を 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立

し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し て

、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に

伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方

向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ３ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ 操 作 部 と 、 前 記 ピ ッ チ

操 作 部 の 一 端 部 に 結 合 さ れ 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記

エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す る ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立

し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ イ ヤ を 介 し て

、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に

伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前 記 ピ ッ チ 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方
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向 に 回 転 し 、

　 前 記 ヨ ー 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前

記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達

さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の

手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ４ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 か ら 、 前 記 第 ３ 方 向 に お い て 一 定 程 度

離 隔 さ れ る よ う に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト

。

【 請 求 項 ４ ５ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 前 記 ア ク チ ュ エ ー

シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ６ 】
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　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 回 転 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ７ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 作 動 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ８ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 作 動 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ
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た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル 側 に 近 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ４ ９ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 作 動 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形

成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 と 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 と が 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 実 質 的 に 同 一 距 離 に 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請

求 項 ８ に 記 載 の 手 術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。

【 請 求 項 ５ ０ 】

　 前 記 動 力 伝 達 部 は 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ピ ッ チ 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー

ル に 伝 達 す る ピ ッ チ ワ イ ヤ 、 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ヨ ー 運 動 を 前 記 エ ン ド

ツ ー ル に 伝 達 す る ヨ ー ワ イ ヤ 、 及 び 前 記 操 作 部 と 連 結 さ れ 、 前 記 操 作 部 の ア ク チ ュ エ ー シ

ョ ン 運 動 を 前 記 エ ン ド ツ ー ル に 伝 達 す る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 含 み 、

　 前 記 操 作 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の ピ ッ チ 運 動 及 び ヨ ー 運 動 を 制 御 す る ピ ッ チ ／ ヨ ー 操

作 部 と 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル の 前 記 ２ つ の ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 す る よ う に 制 御 す

る ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 と 、 を 含 む が 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と 、 前 記 ア ク チ ュ エ

ー シ ョ ン 操 作 部 は 、 独 立 し て 作 動 自 在 に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 が 曲 が れ ば 、 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 が 、 前 記 ピ ッ チ ワ

イ ヤ ま た は 前 記 ヨ ー ワ イ ヤ を 介 し て 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル 関 節 部 材 、 並 び に そ れ と 連 結 さ れ

た 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、 前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 、 前

記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 の 回 転 方 向 と 同 一 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 が 回 転 す れ ば 、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン 操 作 部 の 回 転 が

、 前 記 ア ク チ ュ エ ー シ ョ ン ワ イ ヤ を 介 し て 、 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー に 伝 達 さ れ 、

前 記 第 １ ジ ョ ー 及 び 前 記 第 ２ ジ ョ ー が 互 い に 反 対 方 向 に 回 転 し 、

　 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 は 、 前 記 連 結 部 の 延 長 線 上 、 ま た は 延 長 線 の い ず れ か 一 側 に 形
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成 さ れ る が 、 前 記 連 結 部 は 、 前 記 エ ン ド ツ ー ル と 前 記 ピ ッ チ ／ ヨ ー 操 作 部 と を 連 結 し な が

ら 、 １ 回 以 上 曲 折 さ れ る よ う に 形 成 さ れ 、

　 前 記 ピ ッ チ 駆 動 取 っ 手 の 前 記 第 ３ 方 向 の 中 心 軸 が 、 前 記 ピ ッ チ 駆 動 関 節 の 前 記 第 ３ 方 向

の 中 心 軸 よ り 前 記 エ ン ド ツ ー ル か ら 遠 く 形 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 手

術 用 イ ン ス ト ル メ ン ト 。
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